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感染予防対策を継続しましょう
ワクチンを接種しても

問合せ
◎接種の予約、実施医療機関に関すること
新座市新型コロナワクチン接種
コールセンター
☎０５７０‐５５０‐６９１
（平日、午前8時30分～午後5時）

▲Web予約は
　こちら

対象者数　152,223人

未接種者
36%

未接種者
25%

接種者

64%
97,449人

接種者

75%
114,421人
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令和２年度　市内の虐待対応件数の内訳※初回受付分 県内児童相談所の虐待通告受付件数の推移

子ども時代の辛い体験により傷つく脳
　体罰・暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響
を及ぼします。子ども時代に辛い体験をするこ
とで、脳に様々なダメージが生じることが、研
究により報告されています。
　親から体罰を受けた子どもは、「落ち着いて話
を聞けない」「約束を守れない」「我慢ができない」
「感情をうまく表せない」など、望ましくない影響
が出ると言われています。

厳しい体罰で、
前頭前野（社会生
活に極めて重要な
部位）が萎縮

言葉の暴力により、
聴覚野（声や音を
知覚する部位）が
変形　子どもの人格や才能などを伸

ばし、自立した生活を送れるよ
うに社会性を育む行為のこと。

　身体に苦痛や不快感を意図的
にもたらす行為（罰）のこと。
○言うことを聞かないので、頬を
叩いた、○いたずらをしたので長
時間正座をさせた、○宿題をしな
いので、夕食を与えなかったなど ※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむなど、子どもを保護するための行為は該当しません

　児童虐待の多くは、家庭の中という発見されにくい場で行われます。
しかも、虐待者のほとんどが保護者であるため、子どもは逃げたり、自
分から救いを求めたりすることが困難です。
　こんな時はご相談を
〇不自然なあざや傷がある、〇服がいつもひどく汚れている、〇いつも
お腹を空かせている、〇激しく泣く声と怒鳴り声が聞こえるなど

　「虐待かな」と思ったら、迷わず児童相談所や市役所へ相談してくださ
い。相談者が特定されないように、秘密は厳守します。
　皆さんからの相談は、子どもを守るだけでなく、虐待をしてしまうこ
とに悩む保護者への支援のきっかけにもなります。

オレンジリボンは子どもへの虐待を防止する運動の、パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルマークです。
子どもへの虐待からDVが明らかになることや、その逆のケースも多く、児童虐待防止法においても、子どもが同居する家庭
での配偶者への暴力は児童虐待と定義されていて、子どもへの虐待と女性への暴力は、双方に深い関係があります。
私たち一人ひとりの意識と心掛けが、被害の防止につながります。

▍児童虐待を見たら・気になったら ▍子育ての相談

児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９
所沢児童相談所　☎０４-２９９２-４１５２
こども支援課　☎０４８-４２４-９１６１

埼玉県虐待通報ダイヤル　☎＃７１７１
新座警察署　☎０４８-４８２-０１１０

保健センター　☎０４８-４８１-２２１１
家庭児童相談室　☎０４８-４７７-２８６５

いちはやく

▶問合せ／
こども支援課
（☎048-424-9161） 　虐待により子どもの命が奪われる痛ましい事件が後を断ちません。児童虐待を防止し、子

どもたちが健やかに育つためには、児童相談所をはじめ関係機関が一体となるだけでなく、
私たち一人ひとりが子どもや保護者を見守る意識が重要です。

　主に交際相手からのＤＶのことを、デートＤＶと言います。
　ＤＶと同様、身体への暴力、精神的な嫌がらせなどのほか、
スマートフォンなどを使って交際相手を束縛・監視する「デジ
タル暴力」があります。

　もし、あなたが交際相手から大切にされていないと感じたら、
まずは身近な家族、学校の先生、友だちなど、相談しやすい人
に話してみましょう。

　身体的な暴力によるけがも問題ですが、心に与える影響は更
に深刻です。心に受けた深い傷は、加害者と離れてもなかなか
癒えず、精神的な影響は長く続きます。

　被害者も周囲の人も、パートナーからの暴力を個人的な問題として、
どこ（誰）にも相談しない方も多くいるようです。
　ＤＶは人権侵害であり、どのような理由があっても許されません。

　「自分がされていることって、もしかしてＤＶ？」と思ったら、一人で
抱え込まず、どんな小さなことでも相談してください。
　相談することで解決に至るケースもあります。まずは一歩を踏み出し
てみてください。秘密は厳守します。

　安心の場であるはずの家庭で暴力が繰り返される
と、子どもは自由な感情表現ができなくなったり、心や
体に影響が現れたりします。その影響が将来にわたっ
て続くこともあります。
　また、自分が育った家庭環境をモデルに、感情表現
や問題解決の手段として暴力を用いるようになる場
合もあります。

女性困りごと相談室（電話・面談、男性も可）

県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府）

県配偶者暴力相談支援センター

男性のための電話相談（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

市役所本庁舎４階
０４８-４７７-１８３５
月曜・水曜・金曜日（祝日、年末年始を除く）、
午前９時～正午、午後１時～５時
※受付は午後４時３０分まで

０４８-６００-３８００
月曜～土曜日（第３木曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前10時～午後８時30分

女性弁護士による無料法律相談（面接・予約制）
県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）
０４８-６００-３８００

１１０番（緊急の場合は随時）

＃８８９１
※発信場所から最寄りのワンストップ支援センターに繋がります　

０４８-８６３-６０６０
月曜～土曜日、午前９時30分～午後８時30分
日曜日・祝日、午前９時30分～午後５時
※年末年始を除く

０４８-６０１-２１７５
毎月第３日曜日、午前11時～午後３時
※男性臨床心理士が対応。匿名で相談可

配偶者からの被害経験の有無 交際相手からの被害経験の有無

▶問合せ／
人権推進課
（☎048-477-1513）　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナー

から振るわれる暴力のことです。身体への暴力のほか、精神的な嫌がらせや脅迫、性的行為
の強要などがあり、被害者の多くは女性です。
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
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康
・
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祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

消費生活相談 ※2
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団などに関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※3

ひとり親家庭等相談
子育て相談  

予

予

女性困りごと相談 ※1
（男性も相談できます）

　法律相談

教育相談・いじめ相談

高齢者に関する相談 ※4

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※5

認知症電話相談　

ボランティア相談 ※6

電話健康相談

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

16日㈫

毎週月曜～金曜日

28日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前9時～正午
（受付は午前11時30分まで）

午前１０時～正午
（受付は午前１１時３０分まで）

午後１時～３時
（受付は午後２時３０分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後4時30分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）

午前9時15分～正午、
午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

母子・父子自立支援員
家庭児童相談員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
主任相談支援専門員ほか

保健師、栄養士ほか

女性困りごと相談室☎048-477-1835

人権推進課☎048-477-1513

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

こども支援課☎048-477-1548
家庭児童相談室☎048-477-2865

教育相談室☎048-477-4152

児童発達支援センター☎048-485-9783 

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892
新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

ＮＰＯ法人暮らしネット・えん☎048-480-4150
ＮＰＯ法人太陽☎048-482-1087

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891
基幹相談支援センターえん☎０４８-４５６-６０５１

保健センター☎048-481-2211

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

毎週月・水・金曜日

2日㈫

16日㈫

女性困りごと相談員（女性）

弁護士（埼玉弁護士会）

予

毎週月曜～金曜日

児童発達支援管理責任者
保育士ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

午前8時30分～午後5時

新座志木中央総合病院職員 新座志木中央総合病院☎048-474-7211
※「リハビリ科」へ予

17日㈬

午後2時～4時
受付は11月1日㈪～10
日㈬の午前9時～午後
5時※日曜日・祝日除く

15日㈪

ＮＰＯ法人暮らしネット・えん職員
ＮＰＯ法人太陽職員

午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

毎週月曜～金曜日

午前9時～午後4時

午前10時～午後4時
午後1時30分～3時30分

18日㈭

消費生活相談員

午前9時～午後4時30分
午前9時～午後6時

午前9時～正午、午後1時～4時30分

相談支援専門員
精神保健福祉士ほか

障がいに関する相談 ※7
午前9時～午後5時30分 基幹相談支援センターにいざ生活支援センター

☎０４８-４８０-５１５３

※1 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　※2 日常生活における契約上のトラブルなど　※3 市税などの納付、納税猶予に関すること　
※4 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※5 生活上の心配ごとなど　※6 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　
※7 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　

日曜日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

志木

新座

新座

朝霞

朝霞

新座

朝霞

朝霞

和光

朝霞

志木

和光

471-1688

424-5055

473-3331

472-1288

461-7581

481-1064　

450-2030

467-7140

424-3870

424-2841

485-8950

468-3456

志木いろは橋クリニック

新座内科おなかクリニック

新座中央通り診療所

朝霞台クリニック

富 岡 医 院

志木小児科・アレル
ギー科クリニック

まつおか眼科クリニック

なおあきクリニック

和光脳神経外科・内科

朝霞あおば台整形外科

いろは橋すずき眼科

富澤整形外科・内科

眼

泌、腎内

整外、リハ

眼

※

3日（水・祝）

７日㈰

１４日㈰

２１日㈰

２３日（火・祝）

２８日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

7日

14日

21日

28日

い ち か わ 整 骨 院

吉 田 接 骨 院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

201-0808

477-6867

482-3106

424-3821

○埼玉県救急電話相談（大人・小児）
 ♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため受付時間が変更になる場合があります。
　事前にお問い合わせください。
※各相談が中止になる場合は、市ホームページでご案内します。
※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

内、循内、
小

脳外、内、
放、神内

※整外、リウ、泌、内、消内、リハ

内・小・皮

内、消内

内、小

内

小、アレ

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

◀詳しくは
　こちら

○精神科救急情報センター
 ☎０４８-７２３-８６９９

利用方法 音声ガイダンスに従って、相談したい窓口を選択
①子どもの相談（中学生まで）、②大人の相談、③医療機関案内

24時間対応で、急な病気・けがの対処方法や受診の必要性について、
看護師が相談に応じます。（一部対象外の相談あり）

11月の相談いろいろ

11月の休日医療機関いろいろ

※小児の相談は、＃8000（☎048-833-7911）のご利用も可能です

夜間や休日に、精神疾患を有
する方及び家族からの緊急の
相談を受け付けます。



令和２年度　市内の虐待対応件数の内訳※初回受付分 県内児童相談所の虐待通告受付件数の推移

子ども時代の辛い体験により傷つく脳
　体罰・暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響
を及ぼします。子ども時代に辛い体験をするこ
とで、脳に様々なダメージが生じることが、研
究により報告されています。
　親から体罰を受けた子どもは、「落ち着いて話
を聞けない」「約束を守れない」「我慢ができない」
「感情をうまく表せない」など、望ましくない影響
が出ると言われています。

厳しい体罰で、
前頭前野（社会生
活に極めて重要な
部位）が萎縮

言葉の暴力により、
聴覚野（声や音を
知覚する部位）が
変形　子どもの人格や才能などを伸

ばし、自立した生活を送れるよ
うに社会性を育む行為のこと。

　身体に苦痛や不快感を意図的
にもたらす行為（罰）のこと。
○言うことを聞かないので、頬を
叩いた、○いたずらをしたので長
時間正座をさせた、○宿題をしな
いので、夕食を与えなかったなど ※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむなど、子どもを保護するための行為は該当しません

　児童虐待の多くは、家庭の中という発見されにくい場で行われます。
しかも、虐待者のほとんどが保護者であるため、子どもは逃げたり、自
分から救いを求めたりすることが困難です。
　こんな時はご相談を
〇不自然なあざや傷がある、〇服がいつもひどく汚れている、〇いつも
お腹を空かせている、〇激しく泣く声と怒鳴り声が聞こえるなど

　「虐待かな」と思ったら、迷わず児童相談所や市役所へ相談してくださ
い。相談者が特定されないように、秘密は厳守します。
　皆さんからの相談は、子どもを守るだけでなく、虐待をしてしまうこ
とに悩む保護者への支援のきっかけにもなります。

オレンジリボンは子どもへの虐待を防止する運動の、パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルマークです。
子どもへの虐待からDVが明らかになることや、その逆のケースも多く、児童虐待防止法においても、子どもが同居する家庭
での配偶者への暴力は児童虐待と定義されていて、子どもへの虐待と女性への暴力は、双方に深い関係があります。
私たち一人ひとりの意識と心掛けが、被害の防止につながります。

▍児童虐待を見たら・気になったら ▍子育ての相談

児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９
所沢児童相談所　☎０４-２９９２-４１５２
こども支援課　☎０４８-４２４-９１６１

埼玉県虐待通報ダイヤル　☎＃７１７１
新座警察署　☎０４８-４８２-０１１０

保健センター　☎０４８-４８１-２２１１
家庭児童相談室　☎０４８-４７７-２８６５

いちはやく

▶問合せ／
こども支援課
（☎048-424-9161） 　虐待により子どもの命が奪われる痛ましい事件が後を断ちません。児童虐待を防止し、子

どもたちが健やかに育つためには、児童相談所をはじめ関係機関が一体となるだけでなく、
私たち一人ひとりが子どもや保護者を見守る意識が重要です。

　主に交際相手からのＤＶのことを、デートＤＶと言います。
　ＤＶと同様、身体への暴力、精神的な嫌がらせなどのほか、
スマートフォンなどを使って交際相手を束縛・監視する「デジ
タル暴力」があります。

　もし、あなたが交際相手から大切にされていないと感じたら、
まずは身近な家族、学校の先生、友だちなど、相談しやすい人
に話してみましょう。

　身体的な暴力によるけがも問題ですが、心に与える影響は更
に深刻です。心に受けた深い傷は、加害者と離れてもなかなか
癒えず、精神的な影響は長く続きます。

　被害者も周囲の人も、パートナーからの暴力を個人的な問題として、
どこ（誰）にも相談しない方も多くいるようです。
　ＤＶは人権侵害であり、どのような理由があっても許されません。

　「自分がされていることって、もしかしてＤＶ？」と思ったら、一人で
抱え込まず、どんな小さなことでも相談してください。
　相談することで解決に至るケースもあります。まずは一歩を踏み出し
てみてください。秘密は厳守します。

　安心の場であるはずの家庭で暴力が繰り返される
と、子どもは自由な感情表現ができなくなったり、心や
体に影響が現れたりします。その影響が将来にわたっ
て続くこともあります。
　また、自分が育った家庭環境をモデルに、感情表現
や問題解決の手段として暴力を用いるようになる場
合もあります。

女性困りごと相談室（電話・面談、男性も可）

県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府）

県配偶者暴力相談支援センター

男性のための電話相談（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

市役所本庁舎４階
０４８-４７７-１８３５
月曜・水曜・金曜日（祝日、年末年始を除く）、
午前９時～正午、午後１時～５時
※受付は午後４時３０分まで

０４８-６００-３８００
月曜～土曜日（第３木曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前10時～午後８時30分

女性弁護士による無料法律相談（面接・予約制）
県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）
０４８-６００-３８００

１１０番（緊急の場合は随時）

＃８８９１
※発信場所から最寄りのワンストップ支援センターに繋がります　

０４８-８６３-６０６０
月曜～土曜日、午前９時30分～午後８時30分
日曜日・祝日、午前９時30分～午後５時
※年末年始を除く

０４８-６０１-２１７５
毎月第３日曜日、午前11時～午後３時
※男性臨床心理士が対応。匿名で相談可

配偶者からの被害経験の有無 交際相手からの被害経験の有無

▶問合せ／
人権推進課
（☎048-477-1513）　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナー

から振るわれる暴力のことです。身体への暴力のほか、精神的な嫌がらせや脅迫、性的行為
の強要などがあり、被害者の多くは女性です。
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日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開館時間などを変更する場合があります。
●　　  の記載のあるものは当日、直接受付です。
●費用の記載のないものは無料です。
当日

●　　   の記載のあるものは保育あり。おおむね2歳以上が対象です。
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
を記入の上、お申し込みください。
●公民館のイベント・講座で対象の記載がないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。

保育

朝霞地区一部事務組合

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8822　
開館時間…午前9時30分～午後6時（中高生タイム
午後5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

児 童 セ ン タ ー
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-6477
開館時間…午前10時～午後6時（中高生タイム午後
5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

福祉の里児童センター
〒352-0011　野火止7-3-29　TEL 048-423-5025　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

あすなろ白梅第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0031　西堀１-3-15　TEL 048-485-9215　
開所時間…午前10時～午後4時（午後0時３０分～１時３０分を除く）

り ん ご光第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL 048-202-6882　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

つ ぼ みすぎのこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0004　大和田4-18-53　TEL 048-478-8725　
開所時間…午前9時30分～午後4時（正午～午後1時30分を除く）

山 ゆ り山びこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8823
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）

セ サ ミ児童センター
地域子育て支援センター

〒352-0014　栄2-8-17　TEL 048-483-1263　
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）
　　　　（月1回日曜日は原則午前10時～正午）

るーえん栄保育園
地域子育て支援センター

「にいざ電子図書館」をご利用ください

俳句募集中

ちりめんで作る和風クリスマスツリー

第27回人形劇フェスティバル

親子陶芸教室

年の輪寄席

パソコン≪エクセル入門≫講座

在宅酸素療法時は火気に注意 救命処置に尽力、感謝状を贈呈

歴史講座～戦国の忍びを考える～

絵画を学ぶ２

アトリエくらぶ
「レザークラフトを楽しもう」

そば打ち体験講座
～自家製そばで年越しを！～

文学講座
日本列島―文学文化風土の旅・埼玉―

シニア世代の食事と栄養講座
～楽しく食べて健康に！～

どこでも児童館＠野火止公民館
〈福祉の里児童センターと共催〉

①プラネタリウム上映
②星と音楽のひととき

ひろばへようこそプレママさん
～プレパパさんもね♡

ハンドメイド
～クリスマスをかざろう～

身体測定

身体測定

妊婦さんようこそ

ベビーマッサージ

Zoomで0歳くらぶ

当日
子育てグッズ交換コーナー

「はぁとBOX」

パパとベビーマッサージ

リラクゼーション講座・整体

ピアサロン「はぁもにー」

クリスマスフードパントリー

オンライン星空観察会

親子くらぶ ①1歳・②2歳・③3歳
ハーフバースデー

親子くらぶ

大ホールひとり占め
〒352-0011 野火止1-1-2　TEL 048-481-1115　
開館時間…午前9時30分～午後6時 　

中央図書館
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-7070
開館時間…午前9時30分～午後6時

福祉の里図書館

〒352-0011　野火止１-１-２　ＴＥＬ ０４８-４８１-１１１１
開館時間…午前９時～午後９時30分

市 民 会 館

〒352-0011　野火止６-１-４８　TEL 048-478-4523
開館時間…午前９時～午後９時30分

ふるさと新座館

スタインウェイを弾こう

ホール練習利用半額キャンペーン

公民館

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　開館時間…午前9時～午後9時30分

野 火 止 公 民 館
〒352-0032　新堀1-5-9　TEL 042-492-4655
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

西堀新堀コミセン

〒352-0035　栗原3-8-34　TEL 042-423-6801
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栗  原  公  民  館

〒352-0004 大和田1-26-16　TEL 048-479-0517
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

大 和 田 公 民 館

〒352-0024 道場2-14-12　TEL 048-479-2321
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

中  央  公  民  館

〒352-0001 東北2-28-5　TEL 048-474-2577
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

東 北 コ ミ セ ン

〒352-0013　新塚1-4-2　TEL 048-481-1101
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栄　公　民　館

おはなし会  当日

コミセンおはなし広場  　当日

コミセンおはなし会 　当日

のびのびのびっ子絵本のお部屋　　 当日 大和田小さな家おはなし会 　  当日

楽しい英会話（初級）　保育

デッサンと着彩　 保育

令和３年秋季全国火災予防運動
『おうち時間 家族で点検 火の始末』

公民館・コミュニティセンターでは、部屋に空きがある場合、自習室として開放しています。
詳細は、各館にお問い合わせください。

〒352-0012　畑中1-15-58　TEL 048-478-5411
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

畑  中  公  民  館

ふれあいサロン
～わらべうたであそぼう～

当日

ロビーコンサート　
＜コミセン音楽サークルの生演奏＞

当日

歴史講座
～平安時代の新座市・大和田カミ遺跡群を中心に～

歴史講座
～実は別人だった！？ 昔習ったあの偉人～

歴史街歩き
～飛鳥山から王子をめぐる～

環境講座３
～モイストポプリを作ろう～

シャドーボックス体験講座
～幸せをよぶベルの額～

若草学級
～脳！トレ‼フラワーアレンジメント～

栄お料理サロン（冬） 　
～季節の料理～

保育

スキンケア・メイクアップ講座
～自分を労る優しいお肌作り～　　保育

パソコン・サロン
～操作の疑問を解決します～

当日

特集展示「冬をたのしもう！」

〒352-0011　野火止5-11-40　TEL048-203-0240
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
第2土曜：午前10時～正午、第4土曜：午後1時～2時

グラン・マみどりの丘の保育園
地域子育て支援センター

子育て支援施設の詳細はこちら▶

児童センター・各支援センターでは様々な事業・講座を実施
しています。詳細は、各施設のホームページをご覧ください。児童センター・子育て支援センター

図書館 図書館　
ホームページ▶

にいざ　▶電子図書館　

特集展示①「仕事の本、働く本」、
②「ドメスティック・バイオレンス
防止」、③「知ってほしい、ケアラ
ーのこと」、④「秋を見つけよう」

蔵書点検のため、以下の期間休館します。
○中 央 図 書 館：11月4日㈭～10日㈬
○福祉の里図書館：11月12日㈮～18日㈭
※返却ポスト、ホームページ、にいざ電子図書館は利用できます

日11月の①毎週土曜日＝午前11時～11
時30分、毎週日曜日＝午後2時～2時30
分、②13日㈯＝午後2時～2時30分定各
25名・申込順内①「The cosmos」「ラビく
んのうちゅうりょこう」、②BGMを聴きなが
らボランティアによる星空解説※換気のた
め扉を開けたまま上映講②新座星空クラ
ブ申利用日の前日に窓口又は電話で

日11月13日㈯、午後5時30分～6時30分
定50名・申込順内児童センター屋上から
星空をライブ配信し、オンライン鑑賞講新
座星空クラブ申10月28日㈭から窓口又
は申込フォームで

日11月①16日㈫・②19日㈮・③30日㈫、
午前10時30分～11時対乳幼児と保護者
定各5組内手遊びや簡単な工作、フリート
ークなど申11月2日㈫から窓口又は電話
で

日11月27日㈯、①午前9時20分～10時
20分、②10時30分～11時30分場野火止
公民館対小学生定各10名・申込順内透明
写真を作る申11月6日㈯から窓口又は電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時対小学
生定7名・申込順内革のハギレを使ったス
トラップやキーチャーム作り申11月6日㈯
から窓口又は電話で

日11月20日㈯～30日㈫、①午前10時～
11時30分、②午後1時～2時30分、③3時
30分～5時対妊娠中又は子育て中の方内
子どもの服・靴など子育てグッズを交換持
持ち帰り用の袋、乳幼児から小学生までの
服や靴（夏物は除く）、子育てグッズ※シミ
や汚れの目立つもの、下着、口に入れるも
のの中古品、ぬいぐるみやおまけなどは対
象外

日①シロクマくらぶ＝11月12日㈮、②ペ
ンギンくらぶ＝19日㈮、③ラッコくらぶ＝
26日㈮、午後1時15分～1時45分対①平
成30年度生まれの幼児と保護者、②令和
元（平成31）年度生まれの幼児と保護者、
③令和2年4月以降生まれの乳幼児と保護
者、妊娠中の方定各12名・申込順内親子
の遊び、交流など申参加希望日の前日に
窓口又は電話で

日12月3日㈮、午前10時30分～正午場福
祉の里3階講義室対障がいや病気などで
ゆっくり育つ乳幼児～小学生を子育て中
の保護者定5組・申込順内フリートークと
グループ相談講作業療法士・松村晴美申
11月5日㈮から窓口又は電話で※オンラ
インでの参加も可

日12月4日㈯～12日㈰※6日㈪を除く対
18歳までの子どもを子育て中のひとり親
家庭など定30世帯・申込順内食品の詰め
合わせを配付申11月13日㈯午前10時か
ら電話又は申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分～11時
30分対乳幼児を子育て中の方定10組程
度・申込順申申込フォームで

日11月27日㈯、①午前10時～正午、②午
後２時～４時対妊娠中の方とその家族定
各２組程度・申込順内おむつ替え、沐浴体
験など申申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分から対２
か月～１歳未満の乳児と保護者定6組申
11月１日㈪から電話で

日11月の開所日内寝相アートの写真と足
形をとりカードをプレゼント申当日午前９
時から電話で

日11月22日㈪～30日㈫、①午前10時30
分～11時45分、②午後１時～２時15分対
子どもと保護者定各２組程度内クリスマス
リース作り費300円（材料代）申11月１日
㈪から窓口又は電話で

日11月15日㈪～19日㈮、①午前9時か
ら、②10時40分から対乳幼児と保護者定
各5組内身体測定、発育相談※15日㈪は
看護師相談可申11月8日㈪午前9時30分
から電話で

日11月25日㈭・26日㈮、①午前9時から、
②10時30分から、③午後1時30分から定
各6組申11月1日㈪午前9時30分から電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時30分対
妊娠中の方定4組程度内栄養士による離
乳食の進め方や栄養の話申電話で

日11月9日･30日の火曜日、午前10時か
ら（20分ずつ）対乳幼児の保護者定各5名
申11月5日㈮午前11時～正午又は午後3
時～4時に窓口又は電話で

日11月14日㈰、午前10時30分～11時
30分対首が座ってから1歳半までの子ど
もと父親（母親の参加も可）定9名（1組3
名まで）申11月1日㈪から窓口又は電話で

日11月2日㈫～30日㈫対①・③一般・児童、
②一般、④児童内①勤労感謝の日にちな
み、仕事や働くことについての本を紹介、
②女性に対する暴力をなくす運動にちな
み、ドメスティック・バイオレンス防止に関
する本を紹介、③埼玉県ケアラー月間にち
なみ、介護やケアラー、認知症に関する本
を紹介、④秋を感じる本を紹介

　自宅のパソコンやスマートフォンから、
いつでも読書が楽しめます。ぜひご利用く
ださい。対市内在住又は在勤在学の方申
市内図書館・図書室又は電子申請で受付
※図書館の利用者カードと住所確認がで
きるものが必要です

日11月4日㈭・5日㈮・11日㈭・16日㈫・24
日㈬、午前9時～午後9時内ホールで自分
だけのコンサートを体験費1区分（30分）1
人500円（最長4区分まで）・申込順申11
月3日（水・祝）午前9時から窓口又は電話
で

日11月2日㈫～12月28日㈫対児童内家
でぬくぬくほっこりするような本を紹介

　館内に俳句ポストを設置しています。優
秀句は館内に掲示、『現代俳句』誌上に掲
載されます。11月のテーマは「大根」です。

日11月の毎週火曜日、午後3時30分～４
時対乳幼児～小学生（要保護者同伴）内絵
本の読み聞かせ講のびっ子おはなし隊

日11月19日㈮、午前10時30分～正午定
20名・申込順内埼玉の風土と文化から文
学作品をたどる講東洋大学名誉教授・竹
内清己※東洋大学講師派遣事業を利用申
11月３日（水・祝）午前10時から電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時定15名・申
込順講クラフトクリエーター・牧島幸子費
500円申11月4日㈭午前10時から電話で

日11月26日、12月10日の金曜日、全2
回、午前10時～正午定20名・申込順内平
安時代の新座群域の様相を発掘調査から
検証講市職員・川畑隼人申11月5日㈮午
前10時から電話で

日12月3日・10日・17日の金曜日、全3回、
午前10時～正午定8名・申込順内切り絵
を重ねて立体の絵画を作成講なごみシャ
ドーボックス講師・永島節子費1,500円申
11月5日㈮午前10時から電話で

日11月9日、12月14日・28日の火曜日、
午後１時30分～4時定12名・受付順講パ
ソコン指導者ボランティアサークル・パソ
ボラいるか持パソコン※公民館のパソコ
ンも使用可

日11月28日㈰、①午前9時30分から、②
10時15分から、③10時45分から対①・③
4歳以上、②2～4歳くらいの子ども定①・
③各30名、②20名・申込順内①「あおむ
し、たんぽぽ」、②「おはなしオルゴール、カ
スタネット」、③「どんぐりっこ、ふろしき座、
ラ・ぺ」申11月2日㈫から窓口又は電話で

日11月6日㈯、午前10時～10時30分対
幼児と保護者、小学生定5組・受付順内手
遊び、絵本、紙芝居など講赤いりんご朗読
会

日11月10日㈬、午前11時～11時30分対
乳幼児と保護者定8組・受付順内わらべう
た、パネルシアター、人形、絵本など講おは
なしカスタネット

日12月2日㈭、午後1時30分～3時30分
定40名・申込順内真打・三遊亭圓王、社会
人落語家による古典落語など申11月4日
㈭から窓口又は電話で

日12月8日㈬、午後1時30分～3時30分
定30名・申込順内活動を記録した史料な
どから忍びの真の姿に迫る講県立嵐山史
跡の博物館学芸員・岩田明広申11月2日
㈫から窓口又は電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時30分定40
名・受付順出演琴木会（大正琴）、ティンカ
ーベル（ハンドベル）、わらべ会（詩吟）、笛
の会（しの笛）、ギターサークル・フェリース
（クラシックギター）、女声コーラス“風”（コ
ーラス）、ひまわりの会（コーラス）

日11月25日㈭、午前10時～正午対市内
在住又は在勤の60歳以上の方定15名・申
込順講池坊講師・沖津淑子費1,500円（材
料代）申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月10日㈮、午前10時～午後1時定
10名・申込順内季節の食材で料理作り講
料理研究家・須永正子費１,０００円（材料代）
申11月９日㈫から窓口又は電話で

日11月5日・19日の金曜日、午後3時30分
～4時対どなたでも※幼児は保護者同伴
内絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど

日11月20日㈯、午前10時30分～午後0
時30分定40名・申込順内最新の歴史研究
の成果を解説講大東文化大学教授・宮瀧
交二申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月2日㈭・3日㈮、全2回、午前9時30
分～正午対文字入力ができる方定10名
※受講歴のない方優先講黒江直行費150
円（テキスト代）申11月4日㈭から窓口又
は電話で

日12月8日㈬、①午前9時30分から、②午
前11時30分から定各5名・申込順講さい
たま蕎麦打ち倶楽部新都心費1,000円（材
料代）申11月5日㈮から窓口又は電話で

日11月の毎週水曜日、午後3時30分～4
時対幼児（保護者同伴）～小学生定各5組・
受付順内手遊び、絵本、紙芝居など講にい
ざまめの会ほか
 

日11月17日㈬・19日㈮・24日㈬、全3回、
午前10時～正午定14名・申込順内道案内
などの日常会話講英語講師・フランシス・
グリーソン申11月2日㈫から窓口又は電
話で

 
日11月25日㈭・26日㈮、全2回、午後1時
～3時定10名・申込順内デッサンの基礎を
学び、色付けする講絵画教室主宰・森千恵
子申11月4日㈭から窓口又は電話で

日12月4日㈯、午前10時～正午対小学生
と保護者定12組・申込順内お皿、カップ、
表札などを作る講どろんこガーデン・佐原
朋子費実費（粘土代）申11月５日㈮から窓
口又は電話で

　11月9日㈫から15日㈪まで、秋季全国
火災予防運動を実施します。空気が乾燥
し、火災が発生しやすい季節を迎えます。
火の取扱いには十分注意しましょう。
問埼玉県南西部消防本部予防課
（☎０４８-４６０-０１２１）

　酸素濃縮装置などに火気を近づけると
火災の原因となります。装置使用中、周囲
2メートル以内には火気を置かないでくだ
さい。特に、酸素吸入中は、たばこを吸わ
ないでください。
問埼玉県南西部消防本部
予防課（☎０４８-４６０-０１２１）

　新座消防署では、田中州治さんに対し、
川幡消防署長から感謝状を贈呈しました。
　市内で発生した救急事案において、傷
病者に対して心肺蘇生を実施し、救命処置
に尽力されました。
問新座消防署消防課（☎０４８-４７８-１３１１）

日11月19日・26日の金曜日、全2回、午前
10時～正午定12名・申込順講ポーラザビ
ューティー・中嶋美紀子、野村厚子申11月
4日㈭から窓口又は電話で※保育申込み
は11月12日㈮まで
　　　　

日11月24日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順内シニア世代に必要な栄養素と食
事の大切さを学ぶ講キューピー株式会社
選任講師申11月4日㈭から窓口又は電話
で

日12月①7日㈫＝午後1時～2時30分、②
15日㈬＝午後1時～4時、全2回対市内在
住又は在勤の60歳以上の方定15名（多数
の場合は抽選）内①公民館での学習、②館
外学習（現地集合・解散）講学習院大学講
師・林東洋費1,000円程度（入館料）申11
月4日㈭から10日㈬までに窓口又は電話
で

日11月13日㈯、午後3時～3時30分定20
名内絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシ
アター、うた、手遊びなど講おはなしグル
ープほたる　

日11月25日㈭、午前9時30分～正午※総
合運動公園管理事務所前集合定5名・申込
順講水彩画家・南雲義男申11月4日㈭か
ら窓口又は電話で

日12月7日㈫、午前10時～正午定10名・
申込順講NPO法人日本コミュニティガー
デン協会・小山悦子、櫻博子費500円申
11月11日㈭から窓口又は電話で

日11月25日㈭、午前10時～午後５時対中
学生以上の方内ホールを貸切で演奏体験
費１区分（60分）1,500円（１名につき１区
分まで）・抽選申11月６日㈯・７日㈰午前10
時～午後５時に窓口又は電話で

日12月10日㈮・15日㈬・24日㈮、①午前９
時～正午、②午後１時～４時30分（①・②連
続利用も可）内ホールを練習目的でのみ
利用可※ピアノ（中学生以上）、弦楽器の
練習も可費施設利用料・設備利用料が半
額申11月5日㈮午前10時から窓口で

電子申請はこちら➡

▲詳しくはこちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら
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開催回 対象／式典時間

第三・第四中学校学区域居住者
午前10時15分～10時45分（10時から受付開始）

第五・第六中学校学区域居住者
午前11時40分～午後0時10分（11時25分から受付開始）

新座・第二中学校学区域居住者
午後1時～1時30分（0時45分から受付開始）

第１回

第２回

第３回
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／
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新
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新
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０
５
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イ
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８
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▼
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例
／
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る
、○
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食
品
を
入
れ
す
ぎ
な
い
、○
使
わ
な
い

電
気
製
品
は
主
電
源
を
切
る

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
で
定
期
的

に
交
換
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
無
償
で
交
換
を
行
っ
て
お
り
、市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
交
換
に
伺

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
畑
中
一
〜
三
丁
目
、石
神

一・二・五
丁
目

▼
交
換
時
期
／
11
月
12
日
㈮
〜
12
月
８
日

㈬※

４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
設
置
し
た

メ
ー
タ
ー
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分（
受
付
は
４
時
ま
で
）※

②
要
予
約

▼
場
所
／
朝
霞
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
②
新
座・志
木・朝
霞・和
光
市

在
住
の
方

▼
内
容
／
①
労
働
ト
ラ
ブ
ル
や
助
成
金・

年
金
に
関
し
て
社
会
保
険
労
務
士
と
個
別

相
談
、②
税
金
に
関
し
て
税
理
士
と
個
別

相
談

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
①
メ
ー
ル

(asayanh26sr@
gm
ail.com

)

又
は
電

話
で
、埼
玉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
あ
さ

か
支
部・浅
川（
☎
０
９
０‐

８
７
４
９‐

３

９
６
３
）へ
、②
電
話
で
関
東
信
越
税
理
士

会
朝
霞
支
部（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

０
０

２
５
）へ

　
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、集

積
場
に
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
草・落
ち
葉
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、目

安
は
各
集
積
所
20
袋（
45
ℓ
袋
）ま
で※

根

の
土
を
落
と
す

○
木
片・枝
木
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、枝

の
長
さ
50
㎝
・太
さ
５
㎝
以
内
で
、１
回

に
つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、目
安
は
各
集

積
所
10
束
ま
で

○
ス
プ
レ
ー
缶
＝
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
日
、

中
身
を
使
い
切
り「
ビ
ン
の
収
集
容
器
」に

入
れ
る※

穴
あ
け
不
要

○
不
燃
ご
み・有
害
ご
み
＝
隔
週
の
不
燃

ご
み・有
害
ご
み
の
日
、「
ビ
ン・カ
ン
の

収
集
容
器
」に
入
れ
る

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝
隔
週
の
不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
、中
身
を
使
い
切
り

「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
収
集
容
器
」に
入
れ

る▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈮
、午
前
９
時
30
分

集
合〈
荒
天
中
止
〉

▼
集
合
場
所
／
栄
緑
道
西
口
奥
広
場

▼
駐
車
場
／
栄
緑
道
駐
車
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・抽
選

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
10
日
㈬
か

ら
17
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で
介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

▼
日
時
／
12
月
①
７
日
㈫・②
９
日
㈭
、

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
え
が

お
の
里
」大
広
間
、②
第
二
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
元
気
の
里
」大
広
間

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
各
50
名
程
度・申
込
順※

定
員

に
満
た
な
い
場
合
、当
日
参
加
可

▼
内
容
／
体
力・認
知
機
能・個
性
の
測
定
、

結
果
と
共
に
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹

介※

一
人
30
〜
45
分
程
度

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
22
日
㈪
ま
で
に
、電
話
又
は
チ
ラ
シ（
介

護
保
険
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）

裏
面
の
申
込
用
紙
を
窓
口
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス（
０
４
８‐

４
８
２‐

５
８
８
２
）で
、介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

　
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、自
分
が
望
む

医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
参
加
者
に

は
新
座
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈭
、午
後
１
時
〜
２

時
30
分

▼
場
所
／
畑
中
公
民
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
、電
話
で
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）へ

▼
入
居
開
始
時
期
／
令
和
４
年
１
月
４
日

㈫▼
入
居
決
定
時
期
／
12
月
中
旬

▼
場
所
／
西
堀
１‐

５‐

36

▼
募
集
戸
数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）

▼
家
賃
／
月
額
６
万
５
千
円※

収
入
に
応

じ
て
減
額
あ
り

▼
入
居
者
資
格
／
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
＝
〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
民
間
の
賃
貸
住
宅

が
、建
て
替
え
な
ど
で
立
ち
退
き
を
要
求

さ
れ
て
い
る
、〇
市
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
住
所
が
あ
る
、〇
自
立
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
３
日
㈮
ま

で
に
、必
要
書
類
を
直
接
長
寿
は
つ
ら
つ

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）へ※

郵
送
又
は
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
不
可
。

申
請
書
の
請
求
は
代
理
人
で
も
可

▼
日
時
／
11
月
５
日
㈮
、午
前
10
時
頃※

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

▼
放
送
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次

の
内
容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」↓
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
↓

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地

震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」※

３

回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」↓
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

　
昭
和
45
年
11
月
１
日
、新
座
町
は
埼
玉

県
で
30
番
目
の
市
と
し
て
新
座
市
に
な
り

ま
し
た
。
令
和
３
年
で
51
周
年
を
迎
え
ま

す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
５
２
）

▼
開
会
日
／
11
月
30
日
㈫※

会
期
日
程

（
案
）は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ
／
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

７
３
４
６
）

　
現
在
、市
内
の
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、既
存
の
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
、

自
宅
と
目
的
地
を
低
額
で
移
動
で
き
る

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」の
需
要
と
有
効
性

を
調
査
す
る
た
め
、実
証
実
験
を
行
い
ま

す
。

▼
実
施
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
12
月
28
日

㈫▼
対
象
／
中
野
、石
神
、あ
た
ご
、菅
沢
在

住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

　
野
火
止
上
六
町
内
会
の
テ
ン
ト
な
ど
の

備
品
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。

※

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
／
地
域
活
動
推
進
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

１
５
８
３
）

▼
日
程
／
１
月
10
日（
月・祝
）※

居
住
地

ご
と
の
入
替
制（
左
表
参
照
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
対
象
／
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方※

市
内
在
住
の

方
に
は
、11
月
下
旬
に
案
内
状（
は
が
き
）

を
送
付
し
ま
す
。
過
去
に
新
座
市
に
住
ん

で
い
た
方
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

　
市
で
は
、次
の
施
設
の
愛
称
を
命
名
で

き
る
権
利
を
事
業
者
な
ど
に
付
与
す
る
こ

と
で
、そ
の
対
価
を
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
に
充
て
ま
す
。

　
命
名
権
を
得
た
事
業
者
な
ど（
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
）は
、広
告
の

機
会
拡
大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、地
域・

社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
大
和
田・坂
之
下
橋

▼
問
合
せ
／（
仮
称
）大
和
田・坂
之
下
橋

整
備
事
業
推
進
室（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
８
５
２
）

■
大
和
田
少
年
サ
ッ
カ
ー
場

▼
募
集
期
間
／
11
月
29
日
㈪
ま
で

▼
愛
称
の
使
用
期
間
／
５
年

▼
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
価
／
年
間
30

万
円
以
上（
施
設
へ
の
看
板
な
ど
の
作
成・

設
置
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
７
）

　　
市
で
は
、木
漏
れ
日
が
さ
す
美
し
い
雑

木
林
を
守
り
育
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

多
く
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
新
座
市
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
雑

木
林
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
集
め
た
枯
れ
枝
な
ど
を
、

チ
ッ
プ
に
し
て
散
策
路
に
ま
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、資
源
の
再
利
用
を
し
な
が
ら
本

来
の
循
環
型
の
雑
木
林
の
保
全
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、こ
の
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
、粉
砕
機
を
購

入
す
る
た
め
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
雑
木
林
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、か
け
が
え
の
な
い
み
ど
り
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
先
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型（
不
特
定
多

数
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
財
源
の
協
力
を
行
う
こ
と
）で
寄
附
を

募
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
通
常
の
ふ
る

さ
と
納
税
と
同
様
に
、寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す

※

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、一
般
募
集
で

応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
採
用

▼
寄
附
金
募
集
期
間
／
12
月
31
日
㈮
ま
で

▼
目
標
金
額
／
２
０
０
万
円

▼
寄
附
の
使
い
道
／
粉
砕
機
の
購
入
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、雑
木
林
の
維
持
管
理

▼
寄
附
方
法
／
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス「
残
し
た
い
雑
木
林
循

環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、又
は
市
役
所
本
庁

舎
３
階
み
ど
り
と
公
園
課
窓
口
で

※

市
内
の
方
も
寄
附
で
き
ま
す
が
、返
礼

品
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
寄
附
者
全
員

に
、間
伐
材
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
納
税・ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８

６
）、窓
口
寄
附・グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
＝
み
ど
り
と
公
園
課

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
が
設
置
し
て
い
る
専
用
相
談

電
話
に
つ
い
て
、強
化
期
間
中
の
受
付
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
専
用
相
談
電
話
／
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０（
秘
密
厳
守
）

▼
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時※

11
月
13
日
㈯・
14
日

㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、人
権
擁

護
委
員

▼
問
合
せ
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課（
☎
０
４
８‐

８
５
９‐

３
５
０
７
）

▼
入
札
日
時
／
11
月
29
日
㈪
、午
後
２
時

▼
場
所
／
新
座
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

務
所（
旧
事
務
所
隣
会
議
室
）

▼
問
合
せ
／
大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
務
所（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

４
８
５
２
）

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
、差
押
不
動

産
の
入
札
に
よ
る
売
却（
公
売
）を
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
後
２
時
か
ら

▼
公
売
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
４
階
４
０

１・４
０
２
会
議
室

▼
問
合
せ
／
納
税
課（
☎
０
４
８‐

４
５
８

‐

０
４
７
５
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、①
午
後
１
時
〜

２
時
、②
３
時
〜
４
時

▼
場
所
／
①
畑
中
公
民
館
、②
大
和
田
公

民
館

▼
主
催
／
①
畑
中
献
血
会
、②
大
和
田
地

区
献
血
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
県

の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
相
談
員
が
、出
会
い
か
ら

交
際
、結
婚
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
＝
〇
結
婚
を
希
望

し
、自
ら
婚
活
す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以

上
の
独
身
の
方
、〇
県
内
在
住
又
は
在
勤

若
し
く
は
近
い
将
来
埼
玉
県
へ
の
移
住
を

お
考
え
の
方

▼
利
用
登
録
料
／
１
万
６
千
円（
税
込
み
、

登
録
期
間
は
２
年
間
）※

勤
務
先
の
企
業・

団
体
が
会
員
の
場
合
１
万
１
千
円

▼
申
込
み
／
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▼
問
合
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０

４
８‐

７
８
９‐

７
７
２
１
）

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、そ
れ
ま

で
元
気
だ
っ
た
乳
幼
児
が
、眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
す
る
原
因
不
明
の
病
気
で

す
。
生
後
２
か
月
〜
６
か
月
の
乳
児
に
多

く
、ま
れ
に
１
歳
以
上
の
幼
児
で
も
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、発
症

率
が
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

〇
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る
、〇
乳
幼
児
の

周
囲
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、〇
で
き
る

だ
け
母
乳
で
育
て
る

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
、寡
婦
、父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の

子
ど
も
な
ど

▼
内
容
／
就
学
支
度
、修
学（
子
ど
も
の

学
費
な
ど
）、生
活
、医
療
介
護
資
金
な
ど

※

内
容
に
よ
り
限
度
額
な
ど
が
異
な
り
ま

す▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
８
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
令
和
４
年

１
月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
に
は
、

現
況
届
の
提
出（
更
新
手
続
）が
必
要
で
す
。

現
在
の
受
給
者
に
は
通
知
し
ま
す
。※

児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、７
月

以
降
に
新
規
申
請
し
た
方
は
提
出
不
要

▼
提
出
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か
ら

30
日
㈫
ま
で
に
、必
要
書
類
を
直
接
こ
ど

も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１

９
）へ※

28
日
㈰
は
臨
時
開
庁

▲詳しくは
　こちら

■成人式スケジュール
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お
知
ら
せ

く
ら
し
・
環
境

子
ど
も
・
教
育

安
心
・
安
全

高 
齢 

者

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

栄
緑
道
コ
ー
ス（
約
4.8
㎞
）

市
内
の
空
間
放
射
線
量・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭
は
全
国一斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

現
況
届
の
提
出
を

宝
く
じ
助
成
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
）

を
活
用
し
町
内
会
の
備
品
を
整
備

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
す

施
設
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集

寄
附
で
支
援
を
　

「
残
し
た
い
雑
木
林
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

不
動
産
の
公
売

献
　
血

11
月
１
日
は
市
制
施
行
記
念
日

令
和
３
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

令
和
４
年
成
人
式

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

体
力
測
定
会

新
座
産
の
農
産
物
を
味
わ
う

新
座
地
産
地
消
デ
ー

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ご
み
の
出
し
方
の
確
認
を

医
療・介
護
の
出
前
講
座

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

無
料
相
談
会

①
労
働・年
金
、②
税
務

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

開催回 対象／式典時間

第三・第四中学校学区域居住者
午前10時15分～10時45分（10時から受付開始）

第五・第六中学校学区域居住者
午前11時40分～午後0時10分（11時25分から受付開始）

新座・第二中学校学区域居住者
午後1時～1時30分（0時45分から受付開始）

第１回

第２回

第３回

▼
実
施
日
／
11
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰
、12

月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

▼
取
扱
店
／
片
山
農
産
物
直
売
所（
土
曜・

日
曜
日
の
み
）、新
座
農
産
物
直
売
セ
ン

タ
ー（
月
曜
日
休
業
）、イ
オ
ン
新
座
店
、

フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
新
座
店
、サ
ミ
ッ
ト
新

座
片
山
店
、ヤ
オ
コ
ー
新
座
店
、ヤ
オ
コ

ー
新
座
栗
原
店

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐
４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、食
品
ロ
ス
の
削

減
と
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、家
庭
で

余
っ
て
い
る
食
品
を
回
収
し
、福
祉
団
体

や
施
設
な
ど
に
提
供
す
る
活
動
で
す
。

▼
回
収
日
時
／
11
月
30
日
㈫
ま
で
の
平
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
対
象
食
品
／
〇
生
鮮
食
料
品
以
外
で
常

温
保
存
が
可
能
な
も
の（
缶
詰
、イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品
、お
菓
子
、

飲
物
、調
味
料
、穀
類
な
ど
）※

瓶
詰・ア

ル
コ
ー
ル
類
は
除
く
、〇
賞
味
期
限
が
明

記
さ
れ
、か
つ
２
か
月
以
上
先
の
も
の
、

〇
未
開
封
で
包
装
や
外
装
の
破
損
が
な
い

も
の

▼
回
収
場
所
及
び
問
合
せ
／
環
境
課（
☎

０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
７
）

▼
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量
＝
基
準
値

未
満（
半
年
ご
と
の
測
定
）

▼
放
射
性
物
質
＝
不
検
出【
水
道
水（
10
月

４
日
採
取
）】

※

市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
、空
間
放
射

線
量
測
定
機
器
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

▼
対
策
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
20
度
に
設
定

し
て
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
、○
重
ね
着
や

発
熱
素
材
の
下
着
を
活
用
す
る
、○
カ
ー

テ
ン
な
ど
で
窓
か
ら
の
熱
の
出
入
り
を
防

ぐ
、○
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
を「
弱
」に
し

て
食
品
を
入
れ
す
ぎ
な
い
、○
使
わ
な
い

電
気
製
品
は
主
電
源
を
切
る

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
で
定
期
的

に
交
換
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
無
償
で
交
換
を
行
っ
て
お
り
、市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
交
換
に
伺

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
畑
中
一
〜
三
丁
目
、石
神

一・二・五
丁
目

▼
交
換
時
期
／
11
月
12
日
㈮
〜
12
月
８
日

㈬※

４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
設
置
し
た

メ
ー
タ
ー
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分（
受
付
は
４
時
ま
で
）※

②
要
予
約

▼
場
所
／
朝
霞
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
②
新
座・志
木・朝
霞・和
光
市

在
住
の
方

▼
内
容
／
①
労
働
ト
ラ
ブ
ル
や
助
成
金・

年
金
に
関
し
て
社
会
保
険
労
務
士
と
個
別

相
談
、②
税
金
に
関
し
て
税
理
士
と
個
別

相
談

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
①
メ
ー
ル

(asayanh26sr@
gm
ail.com

)

又
は
電

話
で
、埼
玉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
あ
さ

か
支
部・浅
川（
☎
０
９
０‐

８
７
４
９‐

３

９
６
３
）へ
、②
電
話
で
関
東
信
越
税
理
士

会
朝
霞
支
部（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

０
０

２
５
）へ

　
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、集

積
場
に
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
草・落
ち
葉
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、目

安
は
各
集
積
所
20
袋（
45
ℓ
袋
）ま
で※

根

の
土
を
落
と
す

○
木
片・枝
木
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、枝

の
長
さ
50
㎝
・太
さ
５
㎝
以
内
で
、１
回

に
つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、目
安
は
各
集

積
所
10
束
ま
で

○
ス
プ
レ
ー
缶
＝
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
日
、

中
身
を
使
い
切
り「
ビ
ン
の
収
集
容
器
」に

入
れ
る※

穴
あ
け
不
要

○
不
燃
ご
み・有
害
ご
み
＝
隔
週
の
不
燃

ご
み・有
害
ご
み
の
日
、「
ビ
ン・カ
ン
の

収
集
容
器
」に
入
れ
る

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝
隔
週
の
不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
、中
身
を
使
い
切
り

「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
収
集
容
器
」に
入
れ

る▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈮
、午
前
９
時
30
分

集
合〈
荒
天
中
止
〉

▼
集
合
場
所
／
栄
緑
道
西
口
奥
広
場

▼
駐
車
場
／
栄
緑
道
駐
車
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・抽
選

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
10
日
㈬
か

ら
17
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で
介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

▼
日
時
／
12
月
①
７
日
㈫・②
９
日
㈭
、

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
え
が

お
の
里
」大
広
間
、②
第
二
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
元
気
の
里
」大
広
間

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
各
50
名
程
度・申
込
順※

定
員

に
満
た
な
い
場
合
、当
日
参
加
可

▼
内
容
／
体
力・認
知
機
能・個
性
の
測
定
、

結
果
と
共
に
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹

介※

一
人
30
〜
45
分
程
度

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
22
日
㈪
ま
で
に
、電
話
又
は
チ
ラ
シ（
介

護
保
険
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）

裏
面
の
申
込
用
紙
を
窓
口
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス（
０
４
８‐

４
８
２‐

５
８
８
２
）で
、介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

　
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、自
分
が
望
む

医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
参
加
者
に

は
新
座
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈭
、午
後
１
時
〜
２

時
30
分

▼
場
所
／
畑
中
公
民
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
、電
話
で
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）へ

▼
入
居
開
始
時
期
／
令
和
４
年
１
月
４
日

㈫▼
入
居
決
定
時
期
／
12
月
中
旬

▼
場
所
／
西
堀
１‐

５‐
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▼
募
集
戸
数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）

▼
家
賃
／
月
額
６
万
５
千
円※

収
入
に
応

じ
て
減
額
あ
り

▼
入
居
者
資
格
／
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
＝
〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
民
間
の
賃
貸
住
宅

が
、建
て
替
え
な
ど
で
立
ち
退
き
を
要
求

さ
れ
て
い
る
、〇
市
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
住
所
が
あ
る
、〇
自
立
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
３
日
㈮
ま

で
に
、必
要
書
類
を
直
接
長
寿
は
つ
ら
つ

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）へ※

郵
送
又
は
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
不
可
。

申
請
書
の
請
求
は
代
理
人
で
も
可

▼
日
時
／
11
月
５
日
㈮
、午
前
10
時
頃※

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

▼
放
送
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次

の
内
容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」↓
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
↓

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地

震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」※

３

回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」↓
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

　
昭
和
45
年
11
月
１
日
、新
座
町
は
埼
玉

県
で
30
番
目
の
市
と
し
て
新
座
市
に
な
り

ま
し
た
。
令
和
３
年
で
51
周
年
を
迎
え
ま

す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
５
２
）

▼
開
会
日
／
11
月
30
日
㈫※

会
期
日
程

（
案
）は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ
／
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

７
３
４
６
）

　
現
在
、市
内
の
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、既
存
の
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
、

自
宅
と
目
的
地
を
低
額
で
移
動
で
き
る

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」の
需
要
と
有
効
性

を
調
査
す
る
た
め
、実
証
実
験
を
行
い
ま

す
。

▼
実
施
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
12
月
28
日

㈫▼
対
象
／
中
野
、石
神
、あ
た
ご
、菅
沢
在

住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

　
野
火
止
上
六
町
内
会
の
テ
ン
ト
な
ど
の

備
品
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。

※

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
／
地
域
活
動
推
進
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

１
５
８
３
）

▼
日
程
／
１
月
10
日（
月・祝
）※

居
住
地

ご
と
の
入
替
制（
左
表
参
照
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
対
象
／
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方※

市
内
在
住
の

方
に
は
、11
月
下
旬
に
案
内
状（
は
が
き
）

を
送
付
し
ま
す
。
過
去
に
新
座
市
に
住
ん

で
い
た
方
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

　
市
で
は
、次
の
施
設
の
愛
称
を
命
名
で

き
る
権
利
を
事
業
者
な
ど
に
付
与
す
る
こ

と
で
、そ
の
対
価
を
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
に
充
て
ま
す
。

　
命
名
権
を
得
た
事
業
者
な
ど（
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
）は
、広
告
の

機
会
拡
大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、地
域・

社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
大
和
田・坂
之
下
橋

▼
問
合
せ
／（
仮
称
）大
和
田・坂
之
下
橋

整
備
事
業
推
進
室（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
８
５
２
）

■
大
和
田
少
年
サ
ッ
カ
ー
場

▼
募
集
期
間
／
11
月
29
日
㈪
ま
で

▼
愛
称
の
使
用
期
間
／
５
年

▼
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
価
／
年
間
30

万
円
以
上（
施
設
へ
の
看
板
な
ど
の
作
成・

設
置
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
７
）

　　
市
で
は
、木
漏
れ
日
が
さ
す
美
し
い
雑

木
林
を
守
り
育
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

多
く
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
新
座
市
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
雑

木
林
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
集
め
た
枯
れ
枝
な
ど
を
、

チ
ッ
プ
に
し
て
散
策
路
に
ま
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、資
源
の
再
利
用
を
し
な
が
ら
本

来
の
循
環
型
の
雑
木
林
の
保
全
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、こ
の
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
、粉
砕
機
を
購

入
す
る
た
め
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
雑
木
林
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、か
け
が
え
の
な
い
み
ど
り
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
先
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型（
不
特
定
多

数
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
財
源
の
協
力
を
行
う
こ
と
）で
寄
附
を

募
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
通
常
の
ふ
る

さ
と
納
税
と
同
様
に
、寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す

※

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、一
般
募
集
で

応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
採
用

▼
寄
附
金
募
集
期
間
／
12
月
31
日
㈮
ま
で

▼
目
標
金
額
／
２
０
０
万
円

▼
寄
附
の
使
い
道
／
粉
砕
機
の
購
入
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、雑
木
林
の
維
持
管
理

▼
寄
附
方
法
／
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス「
残
し
た
い
雑
木
林
循

環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、又
は
市
役
所
本
庁

舎
３
階
み
ど
り
と
公
園
課
窓
口
で

※

市
内
の
方
も
寄
附
で
き
ま
す
が
、返
礼

品
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
寄
附
者
全
員

に
、間
伐
材
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
納
税・ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８

６
）、窓
口
寄
附・グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
＝
み
ど
り
と
公
園
課

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
が
設
置
し
て
い
る
専
用
相
談

電
話
に
つ
い
て
、強
化
期
間
中
の
受
付
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
専
用
相
談
電
話
／
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０（
秘
密
厳
守
）

▼
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時※

11
月
13
日
㈯・
14
日

㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、人
権
擁

護
委
員

▼
問
合
せ
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課（
☎
０
４
８‐

８
５
９‐

３
５
０
７
）

▼
入
札
日
時
／
11
月
29
日
㈪
、午
後
２
時

▼
場
所
／
新
座
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

務
所（
旧
事
務
所
隣
会
議
室
）

▼
問
合
せ
／
大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
務
所（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

４
８
５
２
）

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
、差
押
不
動

産
の
入
札
に
よ
る
売
却（
公
売
）を
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
後
２
時
か
ら

▼
公
売
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
４
階
４
０

１・４
０
２
会
議
室

▼
問
合
せ
／
納
税
課（
☎
０
４
８‐

４
５
８

‐

０
４
７
５
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、①
午
後
１
時
〜

２
時
、②
３
時
〜
４
時

▼
場
所
／
①
畑
中
公
民
館
、②
大
和
田
公

民
館

▼
主
催
／
①
畑
中
献
血
会
、②
大
和
田
地

区
献
血
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
県

の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
相
談
員
が
、出
会
い
か
ら

交
際
、結
婚
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
＝
〇
結
婚
を
希
望

し
、自
ら
婚
活
す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以

上
の
独
身
の
方
、〇
県
内
在
住
又
は
在
勤

若
し
く
は
近
い
将
来
埼
玉
県
へ
の
移
住
を

お
考
え
の
方

▼
利
用
登
録
料
／
１
万
６
千
円（
税
込
み
、

登
録
期
間
は
２
年
間
）※

勤
務
先
の
企
業・

団
体
が
会
員
の
場
合
１
万
１
千
円

▼
申
込
み
／
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▼
問
合
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０

４
８‐

７
８
９‐

７
７
２
１
）

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、そ
れ
ま

で
元
気
だ
っ
た
乳
幼
児
が
、眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
す
る
原
因
不
明
の
病
気
で

す
。
生
後
２
か
月
〜
６
か
月
の
乳
児
に
多

く
、ま
れ
に
１
歳
以
上
の
幼
児
で
も
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、発
症

率
が
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

〇
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る
、〇
乳
幼
児
の

周
囲
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、〇
で
き
る

だ
け
母
乳
で
育
て
る

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
、寡
婦
、父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の

子
ど
も
な
ど

▼
内
容
／
就
学
支
度
、修
学（
子
ど
も
の

学
費
な
ど
）、生
活
、医
療
介
護
資
金
な
ど

※

内
容
に
よ
り
限
度
額
な
ど
が
異
な
り
ま

す▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
８
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
令
和
４
年

１
月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
に
は
、

現
況
届
の
提
出（
更
新
手
続
）が
必
要
で
す
。

現
在
の
受
給
者
に
は
通
知
し
ま
す
。※

児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、７
月

以
降
に
新
規
申
請
し
た
方
は
提
出
不
要

▼
提
出
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か
ら

30
日
㈫
ま
で
に
、必
要
書
類
を
直
接
こ
ど

も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１

９
）へ※

28
日
㈰
は
臨
時
開
庁

▲詳しくは
　こちら

■成人式スケジュール
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※費用の記載がない講座などは無料です。
必要事項 ●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・

講座などの名称を記入の上、お申し込みください。INFORMATION
№1055■令和3年11月号

11  November  2021広報 にいざ

広報にいざに掲載する
広告を募集します。

市ホームページに掲載
するバナー広告を募集
します。

広告を募集しています ※詳細は二次元コードから
　ホームページ参照

報
広

▶問合せ／シティプロモーション課（☎０４８-４２４-９６００）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

税
・
年
金

福
祉
・
保
険

し
ご
と
・
就
職

事 

業 

者

「
南
西
部
自
転
車
さ
ん
ぽ
」

参
加
者
の
募
集

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
市
役
所
周
辺

道
路
の
渋
滞
に
ご
注
意
を

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
免
除
制
度

特
別
障
が
い
者
手
当・

障
が
い
児
福
祉
手
当
の
支
給

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象

健
診
結
果
説
明
会

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
２
期
分
）を
お
忘
れ
な
く

未
登
記
の
建
物
の
取
壊
し
や

新・増
築
を
さ
れ
た
方
へ

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

①
保
育
士・②
保
育
士（
週
休
代
替
）・

③
早
延
長
保
育
員

「
30
代・40
代
で
も
大
丈
夫
！

正
社
員
に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

合
同
企
業
説
明
会・面
接
会

女
性
向
け
在
宅
ワ
ー
カ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー

中
小
企
業
者
等
感
染
症
対
策
支
援
金

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
募
集

シ
ニ
ア
世
代
向
け
就
職
面
接
会

求
人
企
業
合
同
面
接
会

事
業
者
家
賃
支
援
金

11
月
は
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
月
間

地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
講
習
会

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

就
職・転
職
活
動
応
援
セ
ミ
ナ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト 

㏌ 

新
座
市
役
所

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

ポ
ス
タ
ー
展「
新
座
っ
子
が
描
く

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り

か
ざ

■説明会日程

※15分ごとに予約を受け付けます 
※当日は、健診結果をお持ちください 

定員：各50名・申込順
日　時 会　場

12月４日㈯

19日㈰

１月15日㈯

30日㈰

市民会館

新座病院

保健センター

TMGサテライト
クリニック朝霞台 

午前9時～
正午

新
座
市
防
犯
推
進
計
画

　
犯
罪
発
生
件
数
は
、全
国
的
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
令
和
２
年
は
、平
成
13
年
と
比

較
し
て
約
73
％
減
少
す
る
な
ど
、対
策
が

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、車
上
ね
ら
い
、特
殊
詐
欺
な

ど
が
依
然
と
し
て
多
く
、不
審
者
事
案
な

ど
の
被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
立
場
の
方
が
連
携
し
て
、犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
、「
新
座
市
防
犯
推
進

計
画（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）」を

策
定
し
、市・市
民・事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
べ
き
対
策
を
定
め
ま
し
た
。

■
市
が
取
り
組
む
対
策

〇
防
犯
意
識
の
普
及
と
啓
発
活
動
の
推
進

〇
市
民
活
動
へ
の
支
援

〇
犯
罪
防
止
に
配
慮
し
た
都
市
環
境
づ
く

り
の
推
進

〇
学
校
な
ど
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
推
進

〇
高
齢
者・障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
施
策
の
検
討

〇
市
職
員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施■
市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
対
策

〇
身
の
回
り
の
安
全
点
検

〇
地
域
に
お
け
る
安
全
点
検

〇
知
識
習
得
の
た
め
の
防
犯
研
修
会・講

習
会
な
ど
へ
の
参
加

〇
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
へ
の
参
加

■
事
業
者
な
ど
が
取
り
組
む
対
策

〇
従
業
員
へ
の
啓
発

〇
施
設
な
ど
の
防
犯
対
策

〇
地
域
の
一
員
と
し
て
の
取
組

※

計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

〜
地
域
で
助
け
合
い
、安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
は
、基

準
日（
毎
年
１
月
１
日
）現
在
の
土
地
や
家

屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
方
は
、資
産
税
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
／
○
令
和
３
年
に
未
登
記
の
家
屋

を
取
り
壊
し
た
又
は
登
記
物
件
で
滅
失
登

記
を
し
て
い
な
い
方
、○
令
和
３
年
に
新・

増
築
を
し
て
表
題
登
記
を
し
て
い
な
い
方

▼
問
合
せ
／
資
産
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

５
５
２
１
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
に

基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15

万
円
以
上
の
場
合
に
、原
則
、そ
の
３
分

の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期

分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。※

減
額
申
請
な
ど
、詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

▼
納
付
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署（
☎
０
４
８‐

４

６
７‐

２
２
１
１※

自
動
音
声
案
内
）

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

〇
10
月
下
旬
以
降
送
付
＝
令
和
３
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
方

〇
令
和
４
年
２
月
上
旬
送
付
＝
令
和
３
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
初

め
て
納
付
し
た
方

▼
再
発
行
及
び
問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

０

０
４
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

■
事
業
者
の
方

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
と
も
に
、個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
を
し
ま
し
ょ
う
。
原

則
、パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
て

の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行
う
義
務
が

あ
り
ま
す
。
税
額
の
計
算
は
市
が
行
う
た

め
、事
業
者
に
よ
る
計
算
は
不
要
で
す
。

　
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
方
は
、早
め
の
切
替
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
従
業
員
の
方

　
特
別
徴
収
に
な
る
と
納
税
の
手
間
が
省

け
ま
す
。
普
通
徴
収（
個
人
納
付
）は
原
則

年
４
回
の
支
払
で
す
が
、特
別
徴
収
は
毎

月（
年
12
回
）の
支
払
の
た
め
、１
回
当
た

り
の
納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

９
６
０
１
）

　
出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間（
多
胎
児
妊
娠
の

場
合
は
、３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
、同
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営・農
業
者
及
び
学
生
な
ど
）で
、出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

（
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上
の
出
産
、死
産
、

流
産
、早
産
）

▼
届
出
／
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
、

直
接
国
保
年
金
課
へ※

母
子
健
康
手
帳
が

必
要
で
す

▼
問
合
せ
／
川
越
年
金
事
務
所（
☎
０
４

９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）、国
保
年
金
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
２
）

　
健
診
結
果
の
見
方
や
、結
果
を
基
に
し

た
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
、専

門
の
職
員
が
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
国
保
年
金
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
８
５
３
）

　
県
は
、令
和
２
年
に
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー

条
例
を
制
定
し
、11
月
を
ケ
ア
ラ
ー
月
間

と
定
め
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
に
つ
い

て
、漫
画
や
動
画
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

■
本
の
特
集
展
示

　
中
央
図
書
館
で
は
、ケ
ア
ラ
ー
や
癒
し

な
ど
の
特
集
展
示
を
実
施
し
ま
す
。※
詳

し
く
は
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
ケ
ア
川
柳
優
秀
作
品
発
表
！

　
市
で
は
、認
知
症
な
ど
の
ケ
ア
に
関
す

る
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
い
き
い
き
健
康
部
長
賞

 

満
面
の 

笑
顔
で
母
が 

「
ど
ち
ら
さ
ま
」

く
み
こ
さ
ん
　
60
代 

会
社
員

※

ほ
か
の
受
賞
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は
精
神

（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る

方（
障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
審
査
す
る
た
め
、難
病
患
者
や
要
介
護

４・５
な
ど
の
方
も
対
象
に
な
る
可
能
性

あ
り
）※

本
人
及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ

り
。
施
設
に
入
所
中
及
び
３
か
月
以
上
継

続
し
て
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
方
は
対
象

外▼
支
給
額
／
月
額
２
万
７
千
３
５
０
円

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
＝
①
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
級
及
び
２
級
の
一
部
、②
療
育
手
帳
Ⓐ
、

③
精
神
障
が
い
や
内
部
障
が
い
な
ど
で

①・②
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る（
障
が

い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、対
象

に
な
る
可
能
性
あ
り
）※

本
人
及
び
家
族

の
所
得
制
限
あ
り
。
施
設
に
入
所
中
の
方

及
び
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し
た
年
金
受

給
者
の
方
は
対
象
外

▼
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
８
８
０
円

▼
申
請
及
び
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

▼
対
象
／
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
若
し

く
は
同
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
子
ど
も
を
家
庭
で
養
育
し
、令
和
２
年

中
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
＝
①
お
お

む
ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
３
級
、４

級
の
一
部
、②
療
育
手
帳
Ⓐ・Ａ
及
び
Ｂ
、

③
精
神
障
が
い
が
あ
る※

障
が
い
者
手
帳

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
に
な
る
可
能

性
あ
り

▼
支
給
額
／
子
ど
も
１
名
に
つ
き
、月
額

５
万
２
千
５
０
０
円
又
は
３
万
４
千
９
７

０
円

▼
申
請
及
び
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

▼
日
時
／
11
月
10
日・
24
日
の
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

▼
日
時
／
12
月
15
日
㈬
、午
前
10
時
〜
午

後
０
時
５
分※

調
理
し
た
も
の
は
持
ち
帰

り▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
６
名・申
込
順

▼
費
用
／
３
０
０
円（
食
材
代
）

▼
主
催
／
新
座
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
12
月
８
日
㈬
ま
で
に
、電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

へ▼
日
時
／
11
月
16
日
㈫
か
ら
23
日（
火・

祝
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時※

23

日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
せ
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
室(

☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４

６
８
７
）

▼
日
時
／
12
月
５
日
㈰
、午
後
２
時
〜
４

時▼
場
所
／
市
民
会
館・第
１
会
議
室

▼
対
象
／
新
座
市
在
住
又
は
在
勤
の
小
学

３
年
生
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
内
容
／
ヒ
ン
メ
リ（
飾
り
）づ
く
り

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
電
話
で
、地
域
活
動
推
進
課
内
新
座
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

１
５
８
３
）へ

　
県
南
西
部
地
域（
朝
霞・志
木・和
光・新

座・富
士
見・ふ
じ
み
野
市
、三
芳
町
）の

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
巡
る
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
／
各
自
で
対
象
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
と
写
真
を
送
付
い
た
だ
い
た

方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
抽
選
で
15
名
）

▼
締
切
／
12
月
６
日
㈪

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、メ
ー
ル（j5111104@

pref.s
aitam

a.lg.jp

）、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８‐

４
５
１‐

１
１
１
３
）又
は
電
話
で
、県
南

西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４

５
１‐

１
１
１
０
）へ※

詳
し
く
は
、同
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
市
内
で
は
、11
月
中
旬
か
ら
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
渋
滞
の
ピ
ー
ク
は
、

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
予
想
で

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）

▼
勤
務
時
間
／
①
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、土
曜
日

（
年
４
回
程
度
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

０
時
15
分
、②
月
曜・金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
、土
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分
の
週
３
日
、③
月

曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
の
う
ち
朝・夕
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
程

度
の
週
５
日

▼
対
象
／
保
育
士
資
格
を
持
つ
方（
③
は

資
格
不
問
）

▼
業
務
内
容
／
保
育
業
務

▼
時
給
／
①・②
１
千
２
１
４
円
、③
１
千

２
６
５
円※

条
件
に
よ
り
期
末
手
当
の
支

給
あ
り

▼
募
集
園
／
①
全
園
、②
第
二
保
育
園
、③

西
堀
保
育
園

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書
及
び
資

格
証
の
写
し
を
、保
育
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

６
３
４
４
）へ

▼
職
種
／
小・中
学
校
教
員

▼
勤
務
日
／
週
５
日（
１
日
７
時
間
45
分
）

▼
対
象
／
小・中
学
校
１
種
又
は
２
種
免

許
状
を
持
つ
方（
中
学
校
は
英
語・数
学・

理
科
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

６
８
６
９
）

▼
任
用
期
間
／
令
和
４
年
１
月
〜
３
月
の

う
ち
、１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、４
〜
７
時
間
程
度

▼
勤
務
場
所
／
朝
霞
税
務
署

▼
業
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
な
ど

▼
募
集
人
員
／
90
名
程
度

▼
時
給
／
１
千
10
円
又
は
１
千
40
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
３
日
㈮

〈
必
着
〉ま
で
に
、履
歴
書（
写
真
貼
付
）を

窓
口
又
は
郵
送
で
、朝
霞
税
務
署
総
務
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）へ

▼
日
時
／
11
月
17
日
㈬
、午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分※

要
予
約

▼
場
所
／
志
木
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
志
木
市
上
宗
岡
１‐

５‐

１
）

▼
対
象
／
お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
仕
事
を

探
し
て
い
る
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

朝
霞（
☎
０
４
８‐

４
６
３‐

２
２
３
３
）

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈭
、午
後
１
時
〜
４

時（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時
30
分
）

▼
場
所
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４

階
市
民
ホ
ー
ル

▼
対
象
／
令
和
４
年
３
月
に
大
学・短
期

大
学・専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
、既

卒
３
年
以
内
の
方

▼
そ
の
他
／
予
約
不
要
、入
退
場
自
由
、

求
人
企
業
情
報
を
来
場
者
全
員
に
配
付
。

履
歴
書
を
複
数
枚
持
参（
当
日
会
場
で
コ

ピ
ー
可
）。
参
加
企
業
名
は
開
催
２
週
間

前
に
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ
／
同
協
議
会（
☎
０
４
８‐

６
４

７‐

４
１
８
５
）

　
30
代・
40
代
の
方
を
正
社
員
と
し
て
積

極
的
に
採
用
す
る
県
内
企
業
50
社
が
参
加

し
ま
す
。
ま
た
、企
業
説
明
会
開
催
前
に
、

就
職
に
役
立
つ
研
修
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
24
日
㈬
、正
午
〜
午
後
４

時※

要
予
約

▼
場
所
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展

示
場

▼
対
象
／
お
お
む
ね
30
代
か
ら
40
代
で
県

内
企
業
へ
の
正
社
員
就
職
を
目
指
す
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
埼
玉
県
正
社
員

に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局（
☎
０

１
２
０‐

５
５
５‐

８
４
３
）

▼
日
時
／
12
月
17
日
㈮
、午
後
２
時
〜
３

時▼
対
象
／
現
在
就
職・転
職
活
動
中
の
方

▼
定
員
／
30
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
15
日
㈪
か

ら
12
月
15
日
㈬
ま
で
に
、専
用
サ
イ
ト

（https://carisapo.m
hlw
.go.jp)

又

は
電
話
で
埼
玉
キ
ャ
リ
ア
形
成
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

７
９
９‐

３
５
８

０
）へ

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈭
、午
前
10
時
〜
正

午▼
場
所
／
い
ろ
は
遊
学
館
３
階
ホ
ー
ル

（
志
木
市
本
町
１‐

10‐

１
）

▼
定
員
／
30
名・申
込
順（
保
育
10
名※

生

後
６
か
月
以
上)

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
15
日
㈪
か

ら
、電
話
で
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

６
３
４
６
）へ※

保
育
希
望
の
場
合

は
、12
月
３
日
㈮
ま
で

　
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
物
品
な

ど
の
購
入
や
設
備
の
改
修
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限
／
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

▼
対
象
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

に
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た
事
務
所
や
店

舗
な
ど
が
市
内
に
あ
る
中
小
企
業
者（
個

人
事
業
主
含
む
）

▼
支
給
額
／
経
費
の
４
分
の
３（
限
度
額

＝
○
備
品
購
入
10
万
円
、○
工
事
20
万
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
、又
は
申
請
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）を
郵
送
で
、経
済
振

興
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
６
）へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
減
収
し
た
市
内
の
中
小
企
業

者
に
対
し
、家
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限
／
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

▼
対
象
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
任
意
の
１
か
月
の
売
上
が
、前
年
又
は

前
々
年
同
月
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
者

▼
支
給
額
／
１
か
月
分
の
家
賃
の
４
分
の

１（
限
度
額
10
万
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
、又
は
申
請
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）を
郵
送
で
、経
済
振

興
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
６
）へ

　
令
和
４
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す
る
給

食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
事
業
者
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
今
年
度
の
納
入

業
者
も
含
む)

。

▼
申
請
用
紙
配
布
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜

12
日
㈮
に
学
務
課
で
配
付

▼
申
請
方
法
／
11
月
８
日
㈪
か
ら
19
日
㈮

ま
で
に
、申
請
用
紙
を
直
接
、納
入
を
希

望
す
る
小・中
学
校
へ※

決
定
結
果
は
令

和
４
年
３
月
末
に
通
知
。
納
入
業
者
の
方

は
検
便
結
果
を
定
期
的
に
提
出
。
保
健
所

に
よ
る
食
品
衛
生
監
視
指
導・立
入
検
査

結
果
票
を
提
出
す
る
場
合
あ
り

▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

６
９
７
２
）

▲詳しくは
　こちら
（県ホームページ）

に
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※費用の記載がない講座などは無料です。
必要事項 ●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・

講座などの名称を記入の上、お申し込みください。INFORMATION
№1055■令和3年11月号

11  November  2021広報 にいざ

広報にいざに掲載する
広告を募集します。

市ホームページに掲載
するバナー広告を募集
します。

広告を募集しています ※詳細は二次元コードから
　ホームページ参照

報
広

▶問合せ／シティプロモーション課（☎０４８-４２４-９６００）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

税
・
年
金

福
祉
・
保
険

し
ご
と
・
就
職

事 
業 
者

「
南
西
部
自
転
車
さ
ん
ぽ
」

参
加
者
の
募
集

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
市
役
所
周
辺

道
路
の
渋
滞
に
ご
注
意
を

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
免
除
制
度

特
別
障
が
い
者
手
当・

障
が
い
児
福
祉
手
当
の
支
給

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象

健
診
結
果
説
明
会

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
２
期
分
）を
お
忘
れ
な
く

未
登
記
の
建
物
の
取
壊
し
や

新・増
築
を
さ
れ
た
方
へ

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

①
保
育
士・②
保
育
士（
週
休
代
替
）・

③
早
延
長
保
育
員

「
30
代・40
代
で
も
大
丈
夫
！

正
社
員
に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

合
同
企
業
説
明
会・面
接
会

女
性
向
け
在
宅
ワ
ー
カ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー

中
小
企
業
者
等
感
染
症
対
策
支
援
金

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
募
集

シ
ニ
ア
世
代
向
け
就
職
面
接
会

求
人
企
業
合
同
面
接
会

事
業
者
家
賃
支
援
金

11
月
は
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
月
間

地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
講
習
会

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

就
職・転
職
活
動
応
援
セ
ミ
ナ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト 

㏌ 

新
座
市
役
所

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

ポ
ス
タ
ー
展「
新
座
っ
子
が
描
く

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り

か
ざ

■説明会日程

※15分ごとに予約を受け付けます 
※当日は、健診結果をお持ちください 

定員：各50名・申込順
日　時 会　場

12月４日㈯

19日㈰

１月15日㈯

30日㈰

市民会館

新座病院

保健センター

TMGサテライト
クリニック朝霞台 

午前9時～
正午

新
座
市
防
犯
推
進
計
画

　
犯
罪
発
生
件
数
は
、全
国
的
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
令
和
２
年
は
、平
成
13
年
と
比

較
し
て
約
73
％
減
少
す
る
な
ど
、対
策
が

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、車
上
ね
ら
い
、特
殊
詐
欺
な

ど
が
依
然
と
し
て
多
く
、不
審
者
事
案
な

ど
の
被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
立
場
の
方
が
連
携
し
て
、犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
、「
新
座
市
防
犯
推
進

計
画（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）」を

策
定
し
、市・市
民・事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
べ
き
対
策
を
定
め
ま
し
た
。

■
市
が
取
り
組
む
対
策

〇
防
犯
意
識
の
普
及
と
啓
発
活
動
の
推
進

〇
市
民
活
動
へ
の
支
援

〇
犯
罪
防
止
に
配
慮
し
た
都
市
環
境
づ
く

り
の
推
進

〇
学
校
な
ど
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
推
進

〇
高
齢
者・障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
施
策
の
検
討

〇
市
職
員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施■
市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
対
策

〇
身
の
回
り
の
安
全
点
検

〇
地
域
に
お
け
る
安
全
点
検

〇
知
識
習
得
の
た
め
の
防
犯
研
修
会・講

習
会
な
ど
へ
の
参
加

〇
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
へ
の
参
加

■
事
業
者
な
ど
が
取
り
組
む
対
策

〇
従
業
員
へ
の
啓
発

〇
施
設
な
ど
の
防
犯
対
策

〇
地
域
の
一
員
と
し
て
の
取
組

※

計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

〜
地
域
で
助
け
合
い
、安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
は
、基

準
日（
毎
年
１
月
１
日
）現
在
の
土
地
や
家

屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
方
は
、資
産
税
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
／
○
令
和
３
年
に
未
登
記
の
家
屋

を
取
り
壊
し
た
又
は
登
記
物
件
で
滅
失
登

記
を
し
て
い
な
い
方
、○
令
和
３
年
に
新・

増
築
を
し
て
表
題
登
記
を
し
て
い
な
い
方

▼
問
合
せ
／
資
産
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

５
５
２
１
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
に

基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15

万
円
以
上
の
場
合
に
、原
則
、そ
の
３
分

の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期

分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。※

減
額
申
請
な
ど
、詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

▼
納
付
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署（
☎
０
４
８‐

４

６
７‐

２
２
１
１※

自
動
音
声
案
内
）

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

〇
10
月
下
旬
以
降
送
付
＝
令
和
３
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
方

〇
令
和
４
年
２
月
上
旬
送
付
＝
令
和
３
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
初

め
て
納
付
し
た
方

▼
再
発
行
及
び
問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

０

０
４
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

■
事
業
者
の
方

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
と
も
に
、個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
を
し
ま
し
ょ
う
。
原

則
、パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
て

の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行
う
義
務
が

あ
り
ま
す
。
税
額
の
計
算
は
市
が
行
う
た

め
、事
業
者
に
よ
る
計
算
は
不
要
で
す
。

　
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
方
は
、早
め
の
切
替
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
従
業
員
の
方

　
特
別
徴
収
に
な
る
と
納
税
の
手
間
が
省

け
ま
す
。
普
通
徴
収（
個
人
納
付
）は
原
則

年
４
回
の
支
払
で
す
が
、特
別
徴
収
は
毎

月（
年
12
回
）の
支
払
の
た
め
、１
回
当
た

り
の
納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

９
６
０
１
）

　
出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間（
多
胎
児
妊
娠
の

場
合
は
、３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
、同
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営・農
業
者
及
び
学
生
な
ど
）で
、出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

（
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上
の
出
産
、死
産
、

流
産
、早
産
）

▼
届
出
／
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
、

直
接
国
保
年
金
課
へ※

母
子
健
康
手
帳
が

必
要
で
す

▼
問
合
せ
／
川
越
年
金
事
務
所（
☎
０
４

９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）、国
保
年
金
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
２
）

　
健
診
結
果
の
見
方
や
、結
果
を
基
に
し

た
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
、専

門
の
職
員
が
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
国
保
年
金
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
８
５
３
）

　
県
は
、令
和
２
年
に
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー

条
例
を
制
定
し
、11
月
を
ケ
ア
ラ
ー
月
間

と
定
め
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
に
つ
い

て
、漫
画
や
動
画
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

■
本
の
特
集
展
示

　
中
央
図
書
館
で
は
、ケ
ア
ラ
ー
や
癒
し

な
ど
の
特
集
展
示
を
実
施
し
ま
す
。※

詳

し
く
は
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
ケ
ア
川
柳
優
秀
作
品
発
表
！

　
市
で
は
、認
知
症
な
ど
の
ケ
ア
に
関
す

る
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
い
き
い
き
健
康
部
長
賞

 

満
面
の 

笑
顔
で
母
が 

「
ど
ち
ら
さ
ま
」

く
み
こ
さ
ん
　
60
代 

会
社
員

※

ほ
か
の
受
賞
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は
精
神

（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る

方（
障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
審
査
す
る
た
め
、難
病
患
者
や
要
介
護

４・５
な
ど
の
方
も
対
象
に
な
る
可
能
性

あ
り
）※

本
人
及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ

り
。
施
設
に
入
所
中
及
び
３
か
月
以
上
継

続
し
て
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
方
は
対
象

外▼
支
給
額
／
月
額
２
万
７
千
３
５
０
円

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
＝
①
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
級
及
び
２
級
の
一
部
、②
療
育
手
帳
Ⓐ
、

③
精
神
障
が
い
や
内
部
障
が
い
な
ど
で

①・②
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る（
障
が

い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、対
象

に
な
る
可
能
性
あ
り
）※

本
人
及
び
家
族

の
所
得
制
限
あ
り
。
施
設
に
入
所
中
の
方

及
び
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し
た
年
金
受

給
者
の
方
は
対
象
外

▼
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
８
８
０
円

▼
申
請
及
び
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

▼
対
象
／
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
若
し

く
は
同
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
子
ど
も
を
家
庭
で
養
育
し
、令
和
２
年

中
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
＝
①
お
お

む
ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
３
級
、４

級
の
一
部
、②
療
育
手
帳
Ⓐ・Ａ
及
び
Ｂ
、

③
精
神
障
が
い
が
あ
る※

障
が
い
者
手
帳

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
に
な
る
可
能

性
あ
り

▼
支
給
額
／
子
ど
も
１
名
に
つ
き
、月
額

５
万
２
千
５
０
０
円
又
は
３
万
４
千
９
７

０
円

▼
申
請
及
び
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

▼
日
時
／
11
月
10
日・
24
日
の
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

▼
日
時
／
12
月
15
日
㈬
、午
前
10
時
〜
午

後
０
時
５
分※

調
理
し
た
も
の
は
持
ち
帰

り▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
６
名・申
込
順

▼
費
用
／
３
０
０
円（
食
材
代
）

▼
主
催
／
新
座
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
12
月
８
日
㈬
ま
で
に
、電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

へ▼
日
時
／
11
月
16
日
㈫
か
ら
23
日（
火・

祝
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時※

23

日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
せ
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
室(

☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４

６
８
７
）

▼
日
時
／
12
月
５
日
㈰
、午
後
２
時
〜
４

時▼
場
所
／
市
民
会
館・第
１
会
議
室

▼
対
象
／
新
座
市
在
住
又
は
在
勤
の
小
学

３
年
生
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
内
容
／
ヒ
ン
メ
リ（
飾
り
）づ
く
り

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
電
話
で
、地
域
活
動
推
進
課
内
新
座
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

１
５
８
３
）へ

　
県
南
西
部
地
域（
朝
霞・志
木・和
光・新

座・富
士
見・ふ
じ
み
野
市
、三
芳
町
）の

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
巡
る
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
／
各
自
で
対
象
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
と
写
真
を
送
付
い
た
だ
い
た

方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
抽
選
で
15
名
）

▼
締
切
／
12
月
６
日
㈪

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、メ
ー
ル（j5111104@
pref.s

aitam
a.lg.jp

）、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８‐

４
５
１‐

１
１
１
３
）又
は
電
話
で
、県
南

西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４

５
１‐

１
１
１
０
）へ※

詳
し
く
は
、同
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
市
内
で
は
、11
月
中
旬
か
ら
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
渋
滞
の
ピ
ー
ク
は
、

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
予
想
で

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）

▼
勤
務
時
間
／
①
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、土
曜
日

（
年
４
回
程
度
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

０
時
15
分
、②
月
曜・金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
、土
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分
の
週
３
日
、③
月

曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
の
う
ち
朝・夕
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
程

度
の
週
５
日

▼
対
象
／
保
育
士
資
格
を
持
つ
方（
③
は

資
格
不
問
）

▼
業
務
内
容
／
保
育
業
務

▼
時
給
／
①・②
１
千
２
１
４
円
、③
１
千

２
６
５
円※

条
件
に
よ
り
期
末
手
当
の
支

給
あ
り

▼
募
集
園
／
①
全
園
、②
第
二
保
育
園
、③

西
堀
保
育
園

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書
及
び
資

格
証
の
写
し
を
、保
育
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

６
３
４
４
）へ

▼
職
種
／
小・中
学
校
教
員

▼
勤
務
日
／
週
５
日（
１
日
７
時
間
45
分
）

▼
対
象
／
小・中
学
校
１
種
又
は
２
種
免

許
状
を
持
つ
方（
中
学
校
は
英
語・数
学・

理
科
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

６
８
６
９
）

▼
任
用
期
間
／
令
和
４
年
１
月
〜
３
月
の

う
ち
、１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、４
〜
７
時
間
程
度

▼
勤
務
場
所
／
朝
霞
税
務
署

▼
業
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
な
ど

▼
募
集
人
員
／
90
名
程
度

▼
時
給
／
１
千
10
円
又
は
１
千
40
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
３
日
㈮

〈
必
着
〉ま
で
に
、履
歴
書（
写
真
貼
付
）を

窓
口
又
は
郵
送
で
、朝
霞
税
務
署
総
務
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）へ

▼
日
時
／
11
月
17
日
㈬
、午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分※

要
予
約

▼
場
所
／
志
木
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
志
木
市
上
宗
岡
１‐

５‐

１
）

▼
対
象
／
お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
仕
事
を

探
し
て
い
る
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

朝
霞（
☎
０
４
８‐

４
６
３‐

２
２
３
３
）

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈭
、午
後
１
時
〜
４

時（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時
30
分
）

▼
場
所
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４

階
市
民
ホ
ー
ル

▼
対
象
／
令
和
４
年
３
月
に
大
学・短
期

大
学・専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
、既

卒
３
年
以
内
の
方

▼
そ
の
他
／
予
約
不
要
、入
退
場
自
由
、

求
人
企
業
情
報
を
来
場
者
全
員
に
配
付
。

履
歴
書
を
複
数
枚
持
参（
当
日
会
場
で
コ

ピ
ー
可
）。
参
加
企
業
名
は
開
催
２
週
間

前
に
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ
／
同
協
議
会（
☎
０
４
８‐

６
４

７‐

４
１
８
５
）

　
30
代・
40
代
の
方
を
正
社
員
と
し
て
積

極
的
に
採
用
す
る
県
内
企
業
50
社
が
参
加

し
ま
す
。
ま
た
、企
業
説
明
会
開
催
前
に
、

就
職
に
役
立
つ
研
修
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
24
日
㈬
、正
午
〜
午
後
４

時※

要
予
約

▼
場
所
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展

示
場

▼
対
象
／
お
お
む
ね
30
代
か
ら
40
代
で
県

内
企
業
へ
の
正
社
員
就
職
を
目
指
す
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
埼
玉
県
正
社
員

に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局（
☎
０

１
２
０‐

５
５
５‐

８
４
３
）

▼
日
時
／
12
月
17
日
㈮
、午
後
２
時
〜
３

時▼
対
象
／
現
在
就
職・転
職
活
動
中
の
方

▼
定
員
／
30
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
15
日
㈪
か

ら
12
月
15
日
㈬
ま
で
に
、専
用
サ
イ
ト

（https://carisapo.m
hlw
.go.jp)

又

は
電
話
で
埼
玉
キ
ャ
リ
ア
形
成
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

７
９
９‐

３
５
８

０
）へ

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈭
、午
前
10
時
〜
正

午▼
場
所
／
い
ろ
は
遊
学
館
３
階
ホ
ー
ル

（
志
木
市
本
町
１‐

10‐

１
）

▼
定
員
／
30
名・申
込
順（
保
育
10
名※

生

後
６
か
月
以
上)

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
15
日
㈪
か

ら
、電
話
で
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐
６
３
４
６
）へ※

保
育
希
望
の
場
合

は
、12
月
３
日
㈮
ま
で

　
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
物
品
な

ど
の
購
入
や
設
備
の
改
修
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限
／
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

▼
対
象
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

に
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た
事
務
所
や
店

舗
な
ど
が
市
内
に
あ
る
中
小
企
業
者（
個

人
事
業
主
含
む
）

▼
支
給
額
／
経
費
の
４
分
の
３（
限
度
額

＝
○
備
品
購
入
10
万
円
、○
工
事
20
万
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
、又
は
申
請
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）を
郵
送
で
、経
済
振

興
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
６
）へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
減
収
し
た
市
内
の
中
小
企
業

者
に
対
し
、家
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限
／
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

▼
対
象
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
任
意
の
１
か
月
の
売
上
が
、前
年
又
は

前
々
年
同
月
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
者

▼
支
給
額
／
１
か
月
分
の
家
賃
の
４
分
の

１（
限
度
額
10
万
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
、又
は
申
請
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）を
郵
送
で
、経
済
振

興
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
６
）へ

　
令
和
４
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す
る
給

食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
事
業
者
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
今
年
度
の
納
入

業
者
も
含
む)

。

▼
申
請
用
紙
配
布
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜

12
日
㈮
に
学
務
課
で
配
付

▼
申
請
方
法
／
11
月
８
日
㈪
か
ら
19
日
㈮

ま
で
に
、申
請
用
紙
を
直
接
、納
入
を
希

望
す
る
小・中
学
校
へ※

決
定
結
果
は
令

和
４
年
３
月
末
に
通
知
。
納
入
業
者
の
方

は
検
便
結
果
を
定
期
的
に
提
出
。
保
健
所

に
よ
る
食
品
衛
生
監
視
指
導・立
入
検
査

結
果
票
を
提
出
す
る
場
合
あ
り

▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

６
９
７
２
）

▲詳しくは
　こちら
（県ホームページ）

に
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お
知
ら
せ

く
ら
し
・
環
境

子
ど
も
・
教
育

安
心
・
安
全

高 

齢 

者

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

栄
緑
道
コ
ー
ス（
約
4.8
㎞
）

市
内
の
空
間
放
射
線
量・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭
は
全
国一斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

現
況
届
の
提
出
を

宝
く
じ
助
成
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
）

を
活
用
し
町
内
会
の
備
品
を
整
備

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
す

施
設
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集

寄
附
で
支
援
を
　

「
残
し
た
い
雑
木
林
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

不
動
産
の
公
売

献
　
血

11
月
１
日
は
市
制
施
行
記
念
日

令
和
３
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

令
和
４
年
成
人
式

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

体
力
測
定
会

新
座
産
の
農
産
物
を
味
わ
う

新
座
地
産
地
消
デ
ー

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ご
み
の
出
し
方
の
確
認
を

医
療・介
護
の
出
前
講
座

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

無
料
相
談
会

①
労
働・年
金
、②
税
務

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

開催回 対象／式典時間

第三・第四中学校学区域居住者
午前10時15分～10時45分（10時から受付開始）

第五・第六中学校学区域居住者
午前11時40分～午後0時10分（11時25分から受付開始）

新座・第二中学校学区域居住者
午後1時～1時30分（0時45分から受付開始）

第１回

第２回

第３回

▼
実
施
日
／
11
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰
、12

月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

▼
取
扱
店
／
片
山
農
産
物
直
売
所（
土
曜・

日
曜
日
の
み
）、新
座
農
産
物
直
売
セ
ン

タ
ー（
月
曜
日
休
業
）、イ
オ
ン
新
座
店
、

フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
新
座
店
、サ
ミ
ッ
ト
新

座
片
山
店
、ヤ
オ
コ
ー
新
座
店
、ヤ
オ
コ

ー
新
座
栗
原
店

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、食
品
ロ
ス
の
削

減
と
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、家
庭
で

余
っ
て
い
る
食
品
を
回
収
し
、福
祉
団
体

や
施
設
な
ど
に
提
供
す
る
活
動
で
す
。

▼
回
収
日
時
／
11
月
30
日
㈫
ま
で
の
平
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
対
象
食
品
／
〇
生
鮮
食
料
品
以
外
で
常

温
保
存
が
可
能
な
も
の（
缶
詰
、イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品
、お
菓
子
、

飲
物
、調
味
料
、穀
類
な
ど
）※

瓶
詰・ア

ル
コ
ー
ル
類
は
除
く
、〇
賞
味
期
限
が
明

記
さ
れ
、か
つ
２
か
月
以
上
先
の
も
の
、

〇
未
開
封
で
包
装
や
外
装
の
破
損
が
な
い

も
の

▼
回
収
場
所
及
び
問
合
せ
／
環
境
課（
☎

０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
７
）

▼
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量
＝
基
準
値

未
満（
半
年
ご
と
の
測
定
）

▼
放
射
性
物
質
＝
不
検
出【
水
道
水（
10
月

４
日
採
取
）】

※

市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
、空
間
放
射

線
量
測
定
機
器
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

▼
対
策
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
20
度
に
設
定

し
て
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
、○
重
ね
着
や

発
熱
素
材
の
下
着
を
活
用
す
る
、○
カ
ー

テ
ン
な
ど
で
窓
か
ら
の
熱
の
出
入
り
を
防

ぐ
、○
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
を「
弱
」に
し

て
食
品
を
入
れ
す
ぎ
な
い
、○
使
わ
な
い

電
気
製
品
は
主
電
源
を
切
る

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
で
定
期
的

に
交
換
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
無
償
で
交
換
を
行
っ
て
お
り
、市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
交
換
に
伺

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
畑
中
一
〜
三
丁
目
、石
神

一・二・五
丁
目

▼
交
換
時
期
／
11
月
12
日
㈮
〜
12
月
８
日

㈬※

４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
設
置
し
た

メ
ー
タ
ー
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分（
受
付
は
４
時
ま
で
）※

②
要
予
約

▼
場
所
／
朝
霞
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
②
新
座・志
木・朝
霞・和
光
市

在
住
の
方

▼
内
容
／
①
労
働
ト
ラ
ブ
ル
や
助
成
金・

年
金
に
関
し
て
社
会
保
険
労
務
士
と
個
別

相
談
、②
税
金
に
関
し
て
税
理
士
と
個
別

相
談

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
①
メ
ー
ル

(asayanh26sr@
gm
ail.com

)

又
は
電

話
で
、埼
玉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
あ
さ

か
支
部・浅
川（
☎
０
９
０‐

８
７
４
９‐

３

９
６
３
）へ
、②
電
話
で
関
東
信
越
税
理
士

会
朝
霞
支
部（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

０
０

２
５
）へ

　
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、集

積
場
に
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
草・落
ち
葉
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、目

安
は
各
集
積
所
20
袋（
45
ℓ
袋
）ま
で※

根

の
土
を
落
と
す

○
木
片・枝
木
類
＝
可
燃
ご
み
の
日
、枝

の
長
さ
50
㎝
・太
さ
５
㎝
以
内
で
、１
回

に
つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、目
安
は
各
集

積
所
10
束
ま
で

○
ス
プ
レ
ー
缶
＝
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
日
、

中
身
を
使
い
切
り「
ビ
ン
の
収
集
容
器
」に

入
れ
る※

穴
あ
け
不
要

○
不
燃
ご
み・有
害
ご
み
＝
隔
週
の
不
燃

ご
み・有
害
ご
み
の
日
、「
ビ
ン・カ
ン
の

収
集
容
器
」に
入
れ
る

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝
隔
週
の
不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
、中
身
を
使
い
切
り

「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
収
集
容
器
」に
入
れ

る▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈮
、午
前
９
時
30
分

集
合〈
荒
天
中
止
〉

▼
集
合
場
所
／
栄
緑
道
西
口
奥
広
場

▼
駐
車
場
／
栄
緑
道
駐
車
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・抽
選

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
10
日
㈬
か

ら
17
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で
介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

▼
日
時
／
12
月
①
７
日
㈫・②
９
日
㈭
、

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
え
が

お
の
里
」大
広
間
、②
第
二
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
元
気
の
里
」大
広
間

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
各
50
名
程
度・申
込
順※

定
員

に
満
た
な
い
場
合
、当
日
参
加
可

▼
内
容
／
体
力・認
知
機
能・個
性
の
測
定
、

結
果
と
共
に
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹

介※

一
人
30
〜
45
分
程
度

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
22
日
㈪
ま
で
に
、電
話
又
は
チ
ラ
シ（
介

護
保
険
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）

裏
面
の
申
込
用
紙
を
窓
口
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス（
０
４
８‐

４
８
２‐

５
８
８
２
）で
、介

護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８

６
）へ

　
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、自
分
が
望
む

医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
参
加
者
に

は
新
座
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈭
、午
後
１
時
〜
２

時
30
分

▼
場
所
／
畑
中
公
民
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か

ら
、電
話
で
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）へ

▼
入
居
開
始
時
期
／
令
和
４
年
１
月
４
日

㈫▼
入
居
決
定
時
期
／
12
月
中
旬

▼
場
所
／
西
堀
１‐

５‐

36

▼
募
集
戸
数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）

▼
家
賃
／
月
額
６
万
５
千
円※

収
入
に
応

じ
て
減
額
あ
り

▼
入
居
者
資
格
／
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
＝
〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
民
間
の
賃
貸
住
宅

が
、建
て
替
え
な
ど
で
立
ち
退
き
を
要
求

さ
れ
て
い
る
、〇
市
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
住
所
が
あ
る
、〇
自
立
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
３
日
㈮
ま

で
に
、必
要
書
類
を
直
接
長
寿
は
つ
ら
つ

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）へ※

郵
送
又
は
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
不
可
。

申
請
書
の
請
求
は
代
理
人
で
も
可

▼
日
時
／
11
月
５
日
㈮
、午
前
10
時
頃※

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

▼
放
送
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次

の
内
容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」↓
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
↓

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地

震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」※

３

回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら
は
、防
災
に
い

ざ
で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」↓
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

　
昭
和
45
年
11
月
１
日
、新
座
町
は
埼
玉

県
で
30
番
目
の
市
と
し
て
新
座
市
に
な
り

ま
し
た
。
令
和
３
年
で
51
周
年
を
迎
え
ま

す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
５
２
）

▼
開
会
日
／
11
月
30
日
㈫※

会
期
日
程

（
案
）は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ
／
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

７
３
４
６
）

　
現
在
、市
内
の
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、既
存
の
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
、

自
宅
と
目
的
地
を
低
額
で
移
動
で
き
る

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」の
需
要
と
有
効
性

を
調
査
す
る
た
め
、実
証
実
験
を
行
い
ま

す
。

▼
実
施
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
12
月
28
日

㈫▼
対
象
／
中
野
、石
神
、あ
た
ご
、菅
沢
在

住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

　
野
火
止
上
六
町
内
会
の
テ
ン
ト
な
ど
の

備
品
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。

※

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
／
地
域
活
動
推
進
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

１
５
８
３
）

▼
日
程
／
１
月
10
日（
月・祝
）※

居
住
地

ご
と
の
入
替
制（
左
表
参
照
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
対
象
／
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方※

市
内
在
住
の

方
に
は
、11
月
下
旬
に
案
内
状（
は
が
き
）

を
送
付
し
ま
す
。
過
去
に
新
座
市
に
住
ん

で
い
た
方
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

　
市
で
は
、次
の
施
設
の
愛
称
を
命
名
で

き
る
権
利
を
事
業
者
な
ど
に
付
与
す
る
こ

と
で
、そ
の
対
価
を
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
に
充
て
ま
す
。

　
命
名
権
を
得
た
事
業
者
な
ど（
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
）は
、広
告
の

機
会
拡
大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、地
域・

社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
大
和
田・坂
之
下
橋

▼
問
合
せ
／（
仮
称
）大
和
田・坂
之
下
橋

整
備
事
業
推
進
室（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
８
５
２
）

■
大
和
田
少
年
サ
ッ
カ
ー
場

▼
募
集
期
間
／
11
月
29
日
㈪
ま
で

▼
愛
称
の
使
用
期
間
／
５
年

▼
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
価
／
年
間
30

万
円
以
上（
施
設
へ
の
看
板
な
ど
の
作
成・

設
置
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
７
）

　　
市
で
は
、木
漏
れ
日
が
さ
す
美
し
い
雑

木
林
を
守
り
育
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

多
く
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
新
座
市
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
雑

木
林
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
集
め
た
枯
れ
枝
な
ど
を
、

チ
ッ
プ
に
し
て
散
策
路
に
ま
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、資
源
の
再
利
用
を
し
な
が
ら
本

来
の
循
環
型
の
雑
木
林
の
保
全
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、こ
の
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
、粉
砕
機
を
購

入
す
る
た
め
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
雑
木
林
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、か
け
が
え
の
な
い
み
ど
り
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
先
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型（
不
特
定
多

数
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
財
源
の
協
力
を
行
う
こ
と
）で
寄
附
を

募
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
通
常
の
ふ
る

さ
と
納
税
と
同
様
に
、寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す

※

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、一
般
募
集
で

応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
採
用

▼
寄
附
金
募
集
期
間
／
12
月
31
日
㈮
ま
で

▼
目
標
金
額
／
２
０
０
万
円

▼
寄
附
の
使
い
道
／
粉
砕
機
の
購
入
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、雑
木
林
の
維
持
管
理

▼
寄
附
方
法
／
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス「
残
し
た
い
雑
木
林
循

環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、又
は
市
役
所
本
庁

舎
３
階
み
ど
り
と
公
園
課
窓
口
で

※

市
内
の
方
も
寄
附
で
き
ま
す
が
、返
礼

品
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
寄
附
者
全
員

に
、間
伐
材
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
納
税・ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８

６
）、窓
口
寄
附・グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
＝
み
ど
り
と
公
園
課

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
が
設
置
し
て
い
る
専
用
相
談

電
話
に
つ
い
て
、強
化
期
間
中
の
受
付
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
専
用
相
談
電
話
／
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０（
秘
密
厳
守
）

▼
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時※

11
月
13
日
㈯・
14
日

㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、人
権
擁

護
委
員

▼
問
合
せ
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課（
☎
０
４
８‐

８
５
９‐

３
５
０
７
）

▼
入
札
日
時
／
11
月
29
日
㈪
、午
後
２
時

▼
場
所
／
新
座
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

務
所（
旧
事
務
所
隣
会
議
室
）

▼
問
合
せ
／
大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
務
所（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

４
８
５
２
）

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
、差
押
不
動

産
の
入
札
に
よ
る
売
却（
公
売
）を
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、午
後
２
時
か
ら

▼
公
売
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
４
階
４
０

１・４
０
２
会
議
室

▼
問
合
せ
／
納
税
課（
☎
０
４
８‐

４
５
８

‐

０
４
７
５
）

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈫
、①
午
後
１
時
〜

２
時
、②
３
時
〜
４
時

▼
場
所
／
①
畑
中
公
民
館
、②
大
和
田
公

民
館

▼
主
催
／
①
畑
中
献
血
会
、②
大
和
田
地

区
献
血
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
県

の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
相
談
員
が
、出
会
い
か
ら

交
際
、結
婚
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
＝
〇
結
婚
を
希
望

し
、自
ら
婚
活
す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以

上
の
独
身
の
方
、〇
県
内
在
住
又
は
在
勤

若
し
く
は
近
い
将
来
埼
玉
県
へ
の
移
住
を

お
考
え
の
方

▼
利
用
登
録
料
／
１
万
６
千
円（
税
込
み
、

登
録
期
間
は
２
年
間
）※

勤
務
先
の
企
業・

団
体
が
会
員
の
場
合
１
万
１
千
円

▼
申
込
み
／
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▼
問
合
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０

４
８‐

７
８
９‐

７
７
２
１
）

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、そ
れ
ま

で
元
気
だ
っ
た
乳
幼
児
が
、眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
す
る
原
因
不
明
の
病
気
で

す
。
生
後
２
か
月
〜
６
か
月
の
乳
児
に
多

く
、ま
れ
に
１
歳
以
上
の
幼
児
で
も
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、発
症

率
が
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

〇
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る
、〇
乳
幼
児
の

周
囲
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、〇
で
き
る

だ
け
母
乳
で
育
て
る

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
、寡
婦
、父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の

子
ど
も
な
ど

▼
内
容
／
就
学
支
度
、修
学（
子
ど
も
の

学
費
な
ど
）、生
活
、医
療
介
護
資
金
な
ど

※

内
容
に
よ
り
限
度
額
な
ど
が
異
な
り
ま

す▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
８
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
令
和
４
年

１
月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
に
は
、

現
況
届
の
提
出（
更
新
手
続
）が
必
要
で
す
。

現
在
の
受
給
者
に
は
通
知
し
ま
す
。※

児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、７
月

以
降
に
新
規
申
請
し
た
方
は
提
出
不
要

▼
提
出
及
び
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈪
か
ら

30
日
㈫
ま
で
に
、必
要
書
類
を
直
接
こ
ど

も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１

９
）へ※

28
日
㈰
は
臨
時
開
庁

▲詳しくは
　こちら

■成人式スケジュール

公共施設通信公共施設通信
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№1055■令和3年11月号

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開館時間などを変更する場合があります。
●　　  の記載のあるものは当日、直接受付です。
●費用の記載のないものは無料です。
当日

●　　   の記載のあるものは保育あり。おおむね2歳以上が対象です。
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
を記入の上、お申し込みください。
●公民館のイベント・講座で対象の記載がないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。

保育

朝霞地区一部事務組合

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8822　
開館時間…午前9時30分～午後6時（中高生タイム
午後5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

児 童 セ ン タ ー
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-6477
開館時間…午前10時～午後6時（中高生タイム午後
5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

福祉の里児童センター
〒352-0011　野火止7-3-29　TEL 048-423-5025　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

あすなろ白梅第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0031　西堀１-3-15　TEL 048-485-9215　
開所時間…午前10時～午後4時（午後0時３０分～１時３０分を除く）

り ん ご光第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL 048-202-6882　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

つ ぼ みすぎのこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0004　大和田4-18-53　TEL 048-478-8725　
開所時間…午前9時30分～午後4時（正午～午後1時30分を除く）

山 ゆ り山びこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8823
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）

セ サ ミ児童センター
地域子育て支援センター

〒352-0014　栄2-8-17　TEL 048-483-1263　
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）
　　　　（月1回日曜日は原則午前10時～正午）

るーえん栄保育園
地域子育て支援センター

「にいざ電子図書館」をご利用ください

俳句募集中

ちりめんで作る和風クリスマスツリー

第27回人形劇フェスティバル

親子陶芸教室

年の輪寄席

パソコン≪エクセル入門≫講座

在宅酸素療法時は火気に注意 救命処置に尽力、感謝状を贈呈

歴史講座～戦国の忍びを考える～

絵画を学ぶ２

アトリエくらぶ
「レザークラフトを楽しもう」

そば打ち体験講座
～自家製そばで年越しを！～

文学講座
日本列島―文学文化風土の旅・埼玉―

シニア世代の食事と栄養講座
～楽しく食べて健康に！～

どこでも児童館＠野火止公民館
〈福祉の里児童センターと共催〉

①プラネタリウム上映
②星と音楽のひととき

ひろばへようこそプレママさん
～プレパパさんもね♡

ハンドメイド
～クリスマスをかざろう～

身体測定

身体測定

妊婦さんようこそ

ベビーマッサージ

Zoomで0歳くらぶ

当日
子育てグッズ交換コーナー

「はぁとBOX」

パパとベビーマッサージ

リラクゼーション講座・整体

ピアサロン「はぁもにー」

クリスマスフードパントリー

オンライン星空観察会

親子くらぶ ①1歳・②2歳・③3歳
ハーフバースデー

親子くらぶ

大ホールひとり占め
〒352-0011 野火止1-1-2　TEL 048-481-1115　
開館時間…午前9時30分～午後6時 　

中央図書館
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-7070
開館時間…午前9時30分～午後6時

福祉の里図書館

〒352-0011　野火止１-１-２　ＴＥＬ ０４８-４８１-１１１１
開館時間…午前９時～午後９時30分

市 民 会 館

〒352-0011　野火止６-１-４８　TEL 048-478-4523
開館時間…午前９時～午後９時30分

ふるさと新座館

スタインウェイを弾こう

ホール練習利用半額キャンペーン

公民館

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　開館時間…午前9時～午後9時30分

野 火 止 公 民 館
〒352-0032　新堀1-5-9　TEL 042-492-4655
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

西堀新堀コミセン

〒352-0035　栗原3-8-34　TEL 042-423-6801
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栗  原  公  民  館

〒352-0004 大和田1-26-16　TEL 048-479-0517
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

大 和 田 公 民 館

〒352-0024 道場2-14-12　TEL 048-479-2321
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

中  央  公  民  館

〒352-0001 東北2-28-5　TEL 048-474-2577
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

東 北 コ ミ セ ン

〒352-0013　新塚1-4-2　TEL 048-481-1101
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栄　公　民　館

おはなし会  当日

コミセンおはなし広場  　当日

コミセンおはなし会 　当日

のびのびのびっ子絵本のお部屋　　 当日 大和田小さな家おはなし会 　  当日

楽しい英会話（初級）　保育

デッサンと着彩　 保育

令和３年秋季全国火災予防運動
『おうち時間 家族で点検 火の始末』

公民館・コミュニティセンターでは、部屋に空きがある場合、自習室として開放しています。
詳細は、各館にお問い合わせください。

〒352-0012　畑中1-15-58　TEL 048-478-5411
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

畑  中  公  民  館

ふれあいサロン
～わらべうたであそぼう～

当日

ロビーコンサート　
＜コミセン音楽サークルの生演奏＞

当日

歴史講座
～平安時代の新座市・大和田カミ遺跡群を中心に～

歴史講座
～実は別人だった！？ 昔習ったあの偉人～

歴史街歩き
～飛鳥山から王子をめぐる～

環境講座３
～モイストポプリを作ろう～

シャドーボックス体験講座
～幸せをよぶベルの額～

若草学級
～脳！トレ‼フラワーアレンジメント～

栄お料理サロン（冬） 　
～季節の料理～

保育

スキンケア・メイクアップ講座
～自分を労る優しいお肌作り～　　保育

パソコン・サロン
～操作の疑問を解決します～

当日

特集展示「冬をたのしもう！」

〒352-0011　野火止5-11-40　TEL048-203-0240
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
第2土曜：午前10時～正午、第4土曜：午後1時～2時

グラン・マみどりの丘の保育園
地域子育て支援センター

子育て支援施設の詳細はこちら▶

児童センター・各支援センターでは様々な事業・講座を実施
しています。詳細は、各施設のホームページをご覧ください。児童センター・子育て支援センター

図書館 図書館　
ホームページ▶

にいざ　▶電子図書館　

特集展示①「仕事の本、働く本」、
②「ドメスティック・バイオレンス
防止」、③「知ってほしい、ケアラ
ーのこと」、④「秋を見つけよう」

蔵書点検のため、以下の期間休館します。
○中 央 図 書 館：11月4日㈭～10日㈬
○福祉の里図書館：11月12日㈮～18日㈭
※返却ポスト、ホームページ、にいざ電子図書館は利用できます

日11月の①毎週土曜日＝午前11時～11
時30分、毎週日曜日＝午後2時～2時30
分、②13日㈯＝午後2時～2時30分定各
25名・申込順内①「The cosmos」「ラビく
んのうちゅうりょこう」、②BGMを聴きなが
らボランティアによる星空解説※換気のた
め扉を開けたまま上映講②新座星空クラ
ブ申利用日の前日に窓口又は電話で

日11月13日㈯、午後5時30分～6時30分
定50名・申込順内児童センター屋上から
星空をライブ配信し、オンライン鑑賞講新
座星空クラブ申10月28日㈭から窓口又
は申込フォームで

日11月①16日㈫・②19日㈮・③30日㈫、
午前10時30分～11時対乳幼児と保護者
定各5組内手遊びや簡単な工作、フリート
ークなど申11月2日㈫から窓口又は電話
で

日11月27日㈯、①午前9時20分～10時
20分、②10時30分～11時30分場野火止
公民館対小学生定各10名・申込順内透明
写真を作る申11月6日㈯から窓口又は電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時対小学
生定7名・申込順内革のハギレを使ったス
トラップやキーチャーム作り申11月6日㈯
から窓口又は電話で

日11月20日㈯～30日㈫、①午前10時～
11時30分、②午後1時～2時30分、③3時
30分～5時対妊娠中又は子育て中の方内
子どもの服・靴など子育てグッズを交換持
持ち帰り用の袋、乳幼児から小学生までの
服や靴（夏物は除く）、子育てグッズ※シミ
や汚れの目立つもの、下着、口に入れるも
のの中古品、ぬいぐるみやおまけなどは対
象外

日①シロクマくらぶ＝11月12日㈮、②ペ
ンギンくらぶ＝19日㈮、③ラッコくらぶ＝
26日㈮、午後1時15分～1時45分対①平
成30年度生まれの幼児と保護者、②令和
元（平成31）年度生まれの幼児と保護者、
③令和2年4月以降生まれの乳幼児と保護
者、妊娠中の方定各12名・申込順内親子
の遊び、交流など申参加希望日の前日に
窓口又は電話で

日12月3日㈮、午前10時30分～正午場福
祉の里3階講義室対障がいや病気などで
ゆっくり育つ乳幼児～小学生を子育て中
の保護者定5組・申込順内フリートークと
グループ相談講作業療法士・松村晴美申
11月5日㈮から窓口又は電話で※オンラ
インでの参加も可

日12月4日㈯～12日㈰※6日㈪を除く対
18歳までの子どもを子育て中のひとり親
家庭など定30世帯・申込順内食品の詰め
合わせを配付申11月13日㈯午前10時か
ら電話又は申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分～11時
30分対乳幼児を子育て中の方定10組程
度・申込順申申込フォームで

日11月27日㈯、①午前10時～正午、②午
後２時～４時対妊娠中の方とその家族定
各２組程度・申込順内おむつ替え、沐浴体
験など申申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分から対２
か月～１歳未満の乳児と保護者定6組申
11月１日㈪から電話で

日11月の開所日内寝相アートの写真と足
形をとりカードをプレゼント申当日午前９
時から電話で

日11月22日㈪～30日㈫、①午前10時30
分～11時45分、②午後１時～２時15分対
子どもと保護者定各２組程度内クリスマス
リース作り費300円（材料代）申11月１日
㈪から窓口又は電話で

日11月15日㈪～19日㈮、①午前9時か
ら、②10時40分から対乳幼児と保護者定
各5組内身体測定、発育相談※15日㈪は
看護師相談可申11月8日㈪午前9時30分
から電話で

日11月25日㈭・26日㈮、①午前9時から、
②10時30分から、③午後1時30分から定
各6組申11月1日㈪午前9時30分から電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時30分対
妊娠中の方定4組程度内栄養士による離
乳食の進め方や栄養の話申電話で

日11月9日･30日の火曜日、午前10時か
ら（20分ずつ）対乳幼児の保護者定各5名
申11月5日㈮午前11時～正午又は午後3
時～4時に窓口又は電話で

日11月14日㈰、午前10時30分～11時
30分対首が座ってから1歳半までの子ど
もと父親（母親の参加も可）定9名（1組3
名まで）申11月1日㈪から窓口又は電話で

日11月2日㈫～30日㈫対①・③一般・児童、
②一般、④児童内①勤労感謝の日にちな
み、仕事や働くことについての本を紹介、
②女性に対する暴力をなくす運動にちな
み、ドメスティック・バイオレンス防止に関
する本を紹介、③埼玉県ケアラー月間にち
なみ、介護やケアラー、認知症に関する本
を紹介、④秋を感じる本を紹介

　自宅のパソコンやスマートフォンから、
いつでも読書が楽しめます。ぜひご利用く
ださい。対市内在住又は在勤在学の方申
市内図書館・図書室又は電子申請で受付
※図書館の利用者カードと住所確認がで
きるものが必要です

日11月4日㈭・5日㈮・11日㈭・16日㈫・24
日㈬、午前9時～午後9時内ホールで自分
だけのコンサートを体験費1区分（30分）1
人500円（最長4区分まで）・申込順申11
月3日（水・祝）午前9時から窓口又は電話
で

日11月2日㈫～12月28日㈫対児童内家
でぬくぬくほっこりするような本を紹介

　館内に俳句ポストを設置しています。優
秀句は館内に掲示、『現代俳句』誌上に掲
載されます。11月のテーマは「大根」です。

日11月の毎週火曜日、午後3時30分～４
時対乳幼児～小学生（要保護者同伴）内絵
本の読み聞かせ講のびっ子おはなし隊

日11月19日㈮、午前10時30分～正午定
20名・申込順内埼玉の風土と文化から文
学作品をたどる講東洋大学名誉教授・竹
内清己※東洋大学講師派遣事業を利用申
11月３日（水・祝）午前10時から電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時定15名・申
込順講クラフトクリエーター・牧島幸子費
500円申11月4日㈭午前10時から電話で

日11月26日、12月10日の金曜日、全2
回、午前10時～正午定20名・申込順内平
安時代の新座群域の様相を発掘調査から
検証講市職員・川畑隼人申11月5日㈮午
前10時から電話で

日12月3日・10日・17日の金曜日、全3回、
午前10時～正午定8名・申込順内切り絵
を重ねて立体の絵画を作成講なごみシャ
ドーボックス講師・永島節子費1,500円申
11月5日㈮午前10時から電話で

日11月9日、12月14日・28日の火曜日、
午後１時30分～4時定12名・受付順講パ
ソコン指導者ボランティアサークル・パソ
ボラいるか持パソコン※公民館のパソコ
ンも使用可

日11月28日㈰、①午前9時30分から、②
10時15分から、③10時45分から対①・③
4歳以上、②2～4歳くらいの子ども定①・
③各30名、②20名・申込順内①「あおむ
し、たんぽぽ」、②「おはなしオルゴール、カ
スタネット」、③「どんぐりっこ、ふろしき座、
ラ・ぺ」申11月2日㈫から窓口又は電話で

日11月6日㈯、午前10時～10時30分対
幼児と保護者、小学生定5組・受付順内手
遊び、絵本、紙芝居など講赤いりんご朗読
会

日11月10日㈬、午前11時～11時30分対
乳幼児と保護者定8組・受付順内わらべう
た、パネルシアター、人形、絵本など講おは
なしカスタネット

日12月2日㈭、午後1時30分～3時30分
定40名・申込順内真打・三遊亭圓王、社会
人落語家による古典落語など申11月4日
㈭から窓口又は電話で

日12月8日㈬、午後1時30分～3時30分
定30名・申込順内活動を記録した史料な
どから忍びの真の姿に迫る講県立嵐山史
跡の博物館学芸員・岩田明広申11月2日
㈫から窓口又は電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時30分定40
名・受付順出演琴木会（大正琴）、ティンカ
ーベル（ハンドベル）、わらべ会（詩吟）、笛
の会（しの笛）、ギターサークル・フェリース
（クラシックギター）、女声コーラス“風”（コ
ーラス）、ひまわりの会（コーラス）

日11月25日㈭、午前10時～正午対市内
在住又は在勤の60歳以上の方定15名・申
込順講池坊講師・沖津淑子費1,500円（材
料代）申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月10日㈮、午前10時～午後1時定
10名・申込順内季節の食材で料理作り講
料理研究家・須永正子費１,０００円（材料代）
申11月９日㈫から窓口又は電話で

日11月5日・19日の金曜日、午後3時30分
～4時対どなたでも※幼児は保護者同伴
内絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど

日11月20日㈯、午前10時30分～午後0
時30分定40名・申込順内最新の歴史研究
の成果を解説講大東文化大学教授・宮瀧
交二申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月2日㈭・3日㈮、全2回、午前9時30
分～正午対文字入力ができる方定10名
※受講歴のない方優先講黒江直行費150
円（テキスト代）申11月4日㈭から窓口又
は電話で

日12月8日㈬、①午前9時30分から、②午
前11時30分から定各5名・申込順講さい
たま蕎麦打ち倶楽部新都心費1,000円（材
料代）申11月5日㈮から窓口又は電話で

日11月の毎週水曜日、午後3時30分～4
時対幼児（保護者同伴）～小学生定各5組・
受付順内手遊び、絵本、紙芝居など講にい
ざまめの会ほか
 

日11月17日㈬・19日㈮・24日㈬、全3回、
午前10時～正午定14名・申込順内道案内
などの日常会話講英語講師・フランシス・
グリーソン申11月2日㈫から窓口又は電
話で

 
日11月25日㈭・26日㈮、全2回、午後1時
～3時定10名・申込順内デッサンの基礎を
学び、色付けする講絵画教室主宰・森千恵
子申11月4日㈭から窓口又は電話で

日12月4日㈯、午前10時～正午対小学生
と保護者定12組・申込順内お皿、カップ、
表札などを作る講どろんこガーデン・佐原
朋子費実費（粘土代）申11月５日㈮から窓
口又は電話で

　11月9日㈫から15日㈪まで、秋季全国
火災予防運動を実施します。空気が乾燥
し、火災が発生しやすい季節を迎えます。
火の取扱いには十分注意しましょう。
問埼玉県南西部消防本部予防課
（☎０４８-４６０-０１２１）

　酸素濃縮装置などに火気を近づけると
火災の原因となります。装置使用中、周囲
2メートル以内には火気を置かないでくだ
さい。特に、酸素吸入中は、たばこを吸わ
ないでください。
問埼玉県南西部消防本部
予防課（☎０４８-４６０-０１２１）

　新座消防署では、田中州治さんに対し、
川幡消防署長から感謝状を贈呈しました。
　市内で発生した救急事案において、傷
病者に対して心肺蘇生を実施し、救命処置
に尽力されました。
問新座消防署消防課（☎０４８-４７８-１３１１）

日11月19日・26日の金曜日、全2回、午前
10時～正午定12名・申込順講ポーラザビ
ューティー・中嶋美紀子、野村厚子申11月
4日㈭から窓口又は電話で※保育申込み
は11月12日㈮まで
　　　　

日11月24日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順内シニア世代に必要な栄養素と食
事の大切さを学ぶ講キューピー株式会社
選任講師申11月4日㈭から窓口又は電話
で

日12月①7日㈫＝午後1時～2時30分、②
15日㈬＝午後1時～4時、全2回対市内在
住又は在勤の60歳以上の方定15名（多数
の場合は抽選）内①公民館での学習、②館
外学習（現地集合・解散）講学習院大学講
師・林東洋費1,000円程度（入館料）申11
月4日㈭から10日㈬までに窓口又は電話
で

日11月13日㈯、午後3時～3時30分定20
名内絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシ
アター、うた、手遊びなど講おはなしグル
ープほたる　

日11月25日㈭、午前9時30分～正午※総
合運動公園管理事務所前集合定5名・申込
順講水彩画家・南雲義男申11月4日㈭か
ら窓口又は電話で

日12月7日㈫、午前10時～正午定10名・
申込順講NPO法人日本コミュニティガー
デン協会・小山悦子、櫻博子費500円申
11月11日㈭から窓口又は電話で

日11月25日㈭、午前10時～午後５時対中
学生以上の方内ホールを貸切で演奏体験
費１区分（60分）1,500円（１名につき１区
分まで）・抽選申11月６日㈯・７日㈰午前10
時～午後５時に窓口又は電話で

日12月10日㈮・15日㈬・24日㈮、①午前９
時～正午、②午後１時～４時30分（①・②連
続利用も可）内ホールを練習目的でのみ
利用可※ピアノ（中学生以上）、弦楽器の
練習も可費施設利用料・設備利用料が半
額申11月5日㈮午前10時から窓口で

電子申請はこちら➡

▲詳しくはこちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら
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●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開館時間などを変更する場合があります。
●　　  の記載のあるものは当日、直接受付です。
●費用の記載のないものは無料です。
当日

●　　   の記載のあるものは保育あり。おおむね2歳以上が対象です。
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
を記入の上、お申し込みください。
●公民館のイベント・講座で対象の記載がないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。

保育

朝霞地区一部事務組合

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8822　
開館時間…午前9時30分～午後6時（中高生タイム
午後5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

児 童 セ ン タ ー
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-6477
開館時間…午前10時～午後6時（中高生タイム午後
5時15分～6時）（1日3回の入替制※予約優先）

福祉の里児童センター
〒352-0011　野火止7-3-29　TEL 048-423-5025　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

あすなろ白梅第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0031　西堀１-3-15　TEL 048-485-9215　
開所時間…午前10時～午後4時（午後0時３０分～１時３０分を除く）

り ん ご光第二保育園
地域子育て支援センター

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL 048-202-6882　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

つ ぼ みすぎのこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0004　大和田4-18-53　TEL 048-478-8725　
開所時間…午前9時30分～午後4時（正午～午後1時30分を除く）

山 ゆ り山びこ保育園
地域子育て支援センター

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8823
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）

セ サ ミ児童センター
地域子育て支援センター

〒352-0014　栄2-8-17　TEL 048-483-1263　
開所時間…午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）
　　　　（月1回日曜日は原則午前10時～正午）

るーえん栄保育園
地域子育て支援センター

「にいざ電子図書館」をご利用ください

俳句募集中

ちりめんで作る和風クリスマスツリー

第27回人形劇フェスティバル

親子陶芸教室

年の輪寄席

パソコン≪エクセル入門≫講座

在宅酸素療法時は火気に注意 救命処置に尽力、感謝状を贈呈

歴史講座～戦国の忍びを考える～

絵画を学ぶ２

アトリエくらぶ
「レザークラフトを楽しもう」

そば打ち体験講座
～自家製そばで年越しを！～

文学講座
日本列島―文学文化風土の旅・埼玉―

シニア世代の食事と栄養講座
～楽しく食べて健康に！～

どこでも児童館＠野火止公民館
〈福祉の里児童センターと共催〉

①プラネタリウム上映
②星と音楽のひととき

ひろばへようこそプレママさん
～プレパパさんもね♡

ハンドメイド
～クリスマスをかざろう～

身体測定

身体測定

妊婦さんようこそ

ベビーマッサージ

Zoomで0歳くらぶ

当日
子育てグッズ交換コーナー

「はぁとBOX」

パパとベビーマッサージ

リラクゼーション講座・整体

ピアサロン「はぁもにー」

クリスマスフードパントリー

オンライン星空観察会

親子くらぶ ①1歳・②2歳・③3歳
ハーフバースデー

親子くらぶ

大ホールひとり占め
〒352-0011 野火止1-1-2　TEL 048-481-1115　
開館時間…午前9時30分～午後6時 　

中央図書館
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-7070
開館時間…午前9時30分～午後6時

福祉の里図書館

〒352-0011　野火止１-１-２　ＴＥＬ ０４８-４８１-１１１１
開館時間…午前９時～午後９時30分

市 民 会 館

〒352-0011　野火止６-１-４８　TEL 048-478-4523
開館時間…午前９時～午後９時30分

ふるさと新座館

スタインウェイを弾こう

ホール練習利用半額キャンペーン

公民館

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　開館時間…午前9時～午後9時30分

野 火 止 公 民 館
〒352-0032　新堀1-5-9　TEL 042-492-4655
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

西堀新堀コミセン

〒352-0035　栗原3-8-34　TEL 042-423-6801
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栗  原  公  民  館

〒352-0004 大和田1-26-16　TEL 048-479-0517
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

大 和 田 公 民 館

〒352-0024 道場2-14-12　TEL 048-479-2321
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

中  央  公  民  館

〒352-0001 東北2-28-5　TEL 048-474-2577
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

東 北 コ ミ セ ン

〒352-0013　新塚1-4-2　TEL 048-481-1101
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

栄　公　民　館

おはなし会  当日

コミセンおはなし広場  　当日

コミセンおはなし会 　当日

のびのびのびっ子絵本のお部屋　　 当日 大和田小さな家おはなし会 　  当日

楽しい英会話（初級）　保育

デッサンと着彩　 保育

令和３年秋季全国火災予防運動
『おうち時間 家族で点検 火の始末』

公民館・コミュニティセンターでは、部屋に空きがある場合、自習室として開放しています。
詳細は、各館にお問い合わせください。

〒352-0012　畑中1-15-58　TEL 048-478-5411
開館時間…午前9時～午後9時30分（日曜・祝日は5時30分まで）

畑  中  公  民  館

ふれあいサロン
～わらべうたであそぼう～

当日

ロビーコンサート　
＜コミセン音楽サークルの生演奏＞

当日

歴史講座
～平安時代の新座市・大和田カミ遺跡群を中心に～

歴史講座
～実は別人だった！？ 昔習ったあの偉人～

歴史街歩き
～飛鳥山から王子をめぐる～

環境講座３
～モイストポプリを作ろう～

シャドーボックス体験講座
～幸せをよぶベルの額～

若草学級
～脳！トレ‼フラワーアレンジメント～

栄お料理サロン（冬） 　
～季節の料理～

保育

スキンケア・メイクアップ講座
～自分を労る優しいお肌作り～　　保育

パソコン・サロン
～操作の疑問を解決します～

当日

特集展示「冬をたのしもう！」

〒352-0011　野火止5-11-40　TEL048-203-0240
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
第2土曜：午前10時～正午、第4土曜：午後1時～2時

グラン・マみどりの丘の保育園
地域子育て支援センター

子育て支援施設の詳細はこちら▶

児童センター・各支援センターでは様々な事業・講座を実施
しています。詳細は、各施設のホームページをご覧ください。児童センター・子育て支援センター

図書館 図書館　
ホームページ▶

にいざ　▶電子図書館　

特集展示①「仕事の本、働く本」、
②「ドメスティック・バイオレンス
防止」、③「知ってほしい、ケアラ
ーのこと」、④「秋を見つけよう」

蔵書点検のため、以下の期間休館します。
○中 央 図 書 館：11月4日㈭～10日㈬
○福祉の里図書館：11月12日㈮～18日㈭
※返却ポスト、ホームページ、にいざ電子図書館は利用できます

日11月の①毎週土曜日＝午前11時～11
時30分、毎週日曜日＝午後2時～2時30
分、②13日㈯＝午後2時～2時30分定各
25名・申込順内①「The cosmos」「ラビく
んのうちゅうりょこう」、②BGMを聴きなが
らボランティアによる星空解説※換気のた
め扉を開けたまま上映講②新座星空クラ
ブ申利用日の前日に窓口又は電話で

日11月13日㈯、午後5時30分～6時30分
定50名・申込順内児童センター屋上から
星空をライブ配信し、オンライン鑑賞講新
座星空クラブ申10月28日㈭から窓口又
は申込フォームで

日11月①16日㈫・②19日㈮・③30日㈫、
午前10時30分～11時対乳幼児と保護者
定各5組内手遊びや簡単な工作、フリート
ークなど申11月2日㈫から窓口又は電話
で

日11月27日㈯、①午前9時20分～10時
20分、②10時30分～11時30分場野火止
公民館対小学生定各10名・申込順内透明
写真を作る申11月6日㈯から窓口又は電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時対小学
生定7名・申込順内革のハギレを使ったス
トラップやキーチャーム作り申11月6日㈯
から窓口又は電話で

日11月20日㈯～30日㈫、①午前10時～
11時30分、②午後1時～2時30分、③3時
30分～5時対妊娠中又は子育て中の方内
子どもの服・靴など子育てグッズを交換持
持ち帰り用の袋、乳幼児から小学生までの
服や靴（夏物は除く）、子育てグッズ※シミ
や汚れの目立つもの、下着、口に入れるも
のの中古品、ぬいぐるみやおまけなどは対
象外

日①シロクマくらぶ＝11月12日㈮、②ペ
ンギンくらぶ＝19日㈮、③ラッコくらぶ＝
26日㈮、午後1時15分～1時45分対①平
成30年度生まれの幼児と保護者、②令和
元（平成31）年度生まれの幼児と保護者、
③令和2年4月以降生まれの乳幼児と保護
者、妊娠中の方定各12名・申込順内親子
の遊び、交流など申参加希望日の前日に
窓口又は電話で

日12月3日㈮、午前10時30分～正午場福
祉の里3階講義室対障がいや病気などで
ゆっくり育つ乳幼児～小学生を子育て中
の保護者定5組・申込順内フリートークと
グループ相談講作業療法士・松村晴美申
11月5日㈮から窓口又は電話で※オンラ
インでの参加も可

日12月4日㈯～12日㈰※6日㈪を除く対
18歳までの子どもを子育て中のひとり親
家庭など定30世帯・申込順内食品の詰め
合わせを配付申11月13日㈯午前10時か
ら電話又は申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分～11時
30分対乳幼児を子育て中の方定10組程
度・申込順申申込フォームで

日11月27日㈯、①午前10時～正午、②午
後２時～４時対妊娠中の方とその家族定
各２組程度・申込順内おむつ替え、沐浴体
験など申申込フォームで

日11月16日㈫、午前10時30分から対２
か月～１歳未満の乳児と保護者定6組申
11月１日㈪から電話で

日11月の開所日内寝相アートの写真と足
形をとりカードをプレゼント申当日午前９
時から電話で

日11月22日㈪～30日㈫、①午前10時30
分～11時45分、②午後１時～２時15分対
子どもと保護者定各２組程度内クリスマス
リース作り費300円（材料代）申11月１日
㈪から窓口又は電話で

日11月15日㈪～19日㈮、①午前9時か
ら、②10時40分から対乳幼児と保護者定
各5組内身体測定、発育相談※15日㈪は
看護師相談可申11月8日㈪午前9時30分
から電話で

日11月25日㈭・26日㈮、①午前9時から、
②10時30分から、③午後1時30分から定
各6組申11月1日㈪午前9時30分から電
話で

日11月20日㈯、午前10時～11時30分対
妊娠中の方定4組程度内栄養士による離
乳食の進め方や栄養の話申電話で

日11月9日･30日の火曜日、午前10時か
ら（20分ずつ）対乳幼児の保護者定各5名
申11月5日㈮午前11時～正午又は午後3
時～4時に窓口又は電話で

日11月14日㈰、午前10時30分～11時
30分対首が座ってから1歳半までの子ど
もと父親（母親の参加も可）定9名（1組3
名まで）申11月1日㈪から窓口又は電話で

日11月2日㈫～30日㈫対①・③一般・児童、
②一般、④児童内①勤労感謝の日にちな
み、仕事や働くことについての本を紹介、
②女性に対する暴力をなくす運動にちな
み、ドメスティック・バイオレンス防止に関
する本を紹介、③埼玉県ケアラー月間にち
なみ、介護やケアラー、認知症に関する本
を紹介、④秋を感じる本を紹介

　自宅のパソコンやスマートフォンから、
いつでも読書が楽しめます。ぜひご利用く
ださい。対市内在住又は在勤在学の方申
市内図書館・図書室又は電子申請で受付
※図書館の利用者カードと住所確認がで
きるものが必要です

日11月4日㈭・5日㈮・11日㈭・16日㈫・24
日㈬、午前9時～午後9時内ホールで自分
だけのコンサートを体験費1区分（30分）1
人500円（最長4区分まで）・申込順申11
月3日（水・祝）午前9時から窓口又は電話
で

日11月2日㈫～12月28日㈫対児童内家
でぬくぬくほっこりするような本を紹介

　館内に俳句ポストを設置しています。優
秀句は館内に掲示、『現代俳句』誌上に掲
載されます。11月のテーマは「大根」です。

日11月の毎週火曜日、午後3時30分～４
時対乳幼児～小学生（要保護者同伴）内絵
本の読み聞かせ講のびっ子おはなし隊

日11月19日㈮、午前10時30分～正午定
20名・申込順内埼玉の風土と文化から文
学作品をたどる講東洋大学名誉教授・竹
内清己※東洋大学講師派遣事業を利用申
11月３日（水・祝）午前10時から電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時定15名・申
込順講クラフトクリエーター・牧島幸子費
500円申11月4日㈭午前10時から電話で

日11月26日、12月10日の金曜日、全2
回、午前10時～正午定20名・申込順内平
安時代の新座群域の様相を発掘調査から
検証講市職員・川畑隼人申11月5日㈮午
前10時から電話で

日12月3日・10日・17日の金曜日、全3回、
午前10時～正午定8名・申込順内切り絵
を重ねて立体の絵画を作成講なごみシャ
ドーボックス講師・永島節子費1,500円申
11月5日㈮午前10時から電話で

日11月9日、12月14日・28日の火曜日、
午後１時30分～4時定12名・受付順講パ
ソコン指導者ボランティアサークル・パソ
ボラいるか持パソコン※公民館のパソコ
ンも使用可

日11月28日㈰、①午前9時30分から、②
10時15分から、③10時45分から対①・③
4歳以上、②2～4歳くらいの子ども定①・
③各30名、②20名・申込順内①「あおむ
し、たんぽぽ」、②「おはなしオルゴール、カ
スタネット」、③「どんぐりっこ、ふろしき座、
ラ・ぺ」申11月2日㈫から窓口又は電話で

日11月6日㈯、午前10時～10時30分対
幼児と保護者、小学生定5組・受付順内手
遊び、絵本、紙芝居など講赤いりんご朗読
会

日11月10日㈬、午前11時～11時30分対
乳幼児と保護者定8組・受付順内わらべう
た、パネルシアター、人形、絵本など講おは
なしカスタネット

日12月2日㈭、午後1時30分～3時30分
定40名・申込順内真打・三遊亭圓王、社会
人落語家による古典落語など申11月4日
㈭から窓口又は電話で

日12月8日㈬、午後1時30分～3時30分
定30名・申込順内活動を記録した史料な
どから忍びの真の姿に迫る講県立嵐山史
跡の博物館学芸員・岩田明広申11月2日
㈫から窓口又は電話で

日11月27日㈯、午後1時～3時30分定40
名・受付順出演琴木会（大正琴）、ティンカ
ーベル（ハンドベル）、わらべ会（詩吟）、笛
の会（しの笛）、ギターサークル・フェリース
（クラシックギター）、女声コーラス“風”（コ
ーラス）、ひまわりの会（コーラス）

日11月25日㈭、午前10時～正午対市内
在住又は在勤の60歳以上の方定15名・申
込順講池坊講師・沖津淑子費1,500円（材
料代）申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月10日㈮、午前10時～午後1時定
10名・申込順内季節の食材で料理作り講
料理研究家・須永正子費１,０００円（材料代）
申11月９日㈫から窓口又は電話で

日11月5日・19日の金曜日、午後3時30分
～4時対どなたでも※幼児は保護者同伴
内絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど

日11月20日㈯、午前10時30分～午後0
時30分定40名・申込順内最新の歴史研究
の成果を解説講大東文化大学教授・宮瀧
交二申11月2日㈫から窓口又は電話で

日12月2日㈭・3日㈮、全2回、午前9時30
分～正午対文字入力ができる方定10名
※受講歴のない方優先講黒江直行費150
円（テキスト代）申11月4日㈭から窓口又
は電話で

日12月8日㈬、①午前9時30分から、②午
前11時30分から定各5名・申込順講さい
たま蕎麦打ち倶楽部新都心費1,000円（材
料代）申11月5日㈮から窓口又は電話で

日11月の毎週水曜日、午後3時30分～4
時対幼児（保護者同伴）～小学生定各5組・
受付順内手遊び、絵本、紙芝居など講にい
ざまめの会ほか
 

日11月17日㈬・19日㈮・24日㈬、全3回、
午前10時～正午定14名・申込順内道案内
などの日常会話講英語講師・フランシス・
グリーソン申11月2日㈫から窓口又は電
話で

 
日11月25日㈭・26日㈮、全2回、午後1時
～3時定10名・申込順内デッサンの基礎を
学び、色付けする講絵画教室主宰・森千恵
子申11月4日㈭から窓口又は電話で

日12月4日㈯、午前10時～正午対小学生
と保護者定12組・申込順内お皿、カップ、
表札などを作る講どろんこガーデン・佐原
朋子費実費（粘土代）申11月５日㈮から窓
口又は電話で

　11月9日㈫から15日㈪まで、秋季全国
火災予防運動を実施します。空気が乾燥
し、火災が発生しやすい季節を迎えます。
火の取扱いには十分注意しましょう。
問埼玉県南西部消防本部予防課
（☎０４８-４６０-０１２１）

　酸素濃縮装置などに火気を近づけると
火災の原因となります。装置使用中、周囲
2メートル以内には火気を置かないでくだ
さい。特に、酸素吸入中は、たばこを吸わ
ないでください。
問埼玉県南西部消防本部
予防課（☎０４８-４６０-０１２１）

　新座消防署では、田中州治さんに対し、
川幡消防署長から感謝状を贈呈しました。
　市内で発生した救急事案において、傷
病者に対して心肺蘇生を実施し、救命処置
に尽力されました。
問新座消防署消防課（☎０４８-４７８-１３１１）

日11月19日・26日の金曜日、全2回、午前
10時～正午定12名・申込順講ポーラザビ
ューティー・中嶋美紀子、野村厚子申11月
4日㈭から窓口又は電話で※保育申込み
は11月12日㈮まで
　　　　

日11月24日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順内シニア世代に必要な栄養素と食
事の大切さを学ぶ講キューピー株式会社
選任講師申11月4日㈭から窓口又は電話
で

日12月①7日㈫＝午後1時～2時30分、②
15日㈬＝午後1時～4時、全2回対市内在
住又は在勤の60歳以上の方定15名（多数
の場合は抽選）内①公民館での学習、②館
外学習（現地集合・解散）講学習院大学講
師・林東洋費1,000円程度（入館料）申11
月4日㈭から10日㈬までに窓口又は電話
で

日11月13日㈯、午後3時～3時30分定20
名内絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシ
アター、うた、手遊びなど講おはなしグル
ープほたる　

日11月25日㈭、午前9時30分～正午※総
合運動公園管理事務所前集合定5名・申込
順講水彩画家・南雲義男申11月4日㈭か
ら窓口又は電話で

日12月7日㈫、午前10時～正午定10名・
申込順講NPO法人日本コミュニティガー
デン協会・小山悦子、櫻博子費500円申
11月11日㈭から窓口又は電話で

日11月25日㈭、午前10時～午後５時対中
学生以上の方内ホールを貸切で演奏体験
費１区分（60分）1,500円（１名につき１区
分まで）・抽選申11月６日㈯・７日㈰午前10
時～午後５時に窓口又は電話で

日12月10日㈮・15日㈬・24日㈮、①午前９
時～正午、②午後１時～４時30分（①・②連
続利用も可）内ホールを練習目的でのみ
利用可※ピアノ（中学生以上）、弦楽器の
練習も可費施設利用料・設備利用料が半
額申11月5日㈮午前10時から窓口で

電子申請はこちら➡

▲詳しくはこちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら

◀申込みは
　こちら



令和２年度　市内の虐待対応件数の内訳※初回受付分 県内児童相談所の虐待通告受付件数の推移

子ども時代の辛い体験により傷つく脳
　体罰・暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響
を及ぼします。子ども時代に辛い体験をするこ
とで、脳に様々なダメージが生じることが、研
究により報告されています。
　親から体罰を受けた子どもは、「落ち着いて話
を聞けない」「約束を守れない」「我慢ができない」
「感情をうまく表せない」など、望ましくない影響
が出ると言われています。

厳しい体罰で、
前頭前野（社会生
活に極めて重要な
部位）が萎縮

言葉の暴力により、
聴覚野（声や音を
知覚する部位）が
変形　子どもの人格や才能などを伸

ばし、自立した生活を送れるよ
うに社会性を育む行為のこと。

　身体に苦痛や不快感を意図的
にもたらす行為（罰）のこと。
○言うことを聞かないので、頬を
叩いた、○いたずらをしたので長
時間正座をさせた、○宿題をしな
いので、夕食を与えなかったなど ※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむなど、子どもを保護するための行為は該当しません

　児童虐待の多くは、家庭の中という発見されにくい場で行われます。
しかも、虐待者のほとんどが保護者であるため、子どもは逃げたり、自
分から救いを求めたりすることが困難です。
　こんな時はご相談を
〇不自然なあざや傷がある、〇服がいつもひどく汚れている、〇いつも
お腹を空かせている、〇激しく泣く声と怒鳴り声が聞こえるなど

　「虐待かな」と思ったら、迷わず児童相談所や市役所へ相談してくださ
い。相談者が特定されないように、秘密は厳守します。
　皆さんからの相談は、子どもを守るだけでなく、虐待をしてしまうこ
とに悩む保護者への支援のきっかけにもなります。

オレンジリボンは子どもへの虐待を防止する運動の、パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルマークです。
子どもへの虐待からDVが明らかになることや、その逆のケースも多く、児童虐待防止法においても、子どもが同居する家庭
での配偶者への暴力は児童虐待と定義されていて、子どもへの虐待と女性への暴力は、双方に深い関係があります。
私たち一人ひとりの意識と心掛けが、被害の防止につながります。

▍児童虐待を見たら・気になったら ▍子育ての相談

児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９
所沢児童相談所　☎０４-２９９２-４１５２
こども支援課　☎０４８-４２４-９１６１

埼玉県虐待通報ダイヤル　☎＃７１７１
新座警察署　☎０４８-４８２-０１１０

保健センター　☎０４８-４８１-２２１１
家庭児童相談室　☎０４８-４７７-２８６５

いちはやく

▶問合せ／
こども支援課
（☎048-424-9161） 　虐待により子どもの命が奪われる痛ましい事件が後を断ちません。児童虐待を防止し、子

どもたちが健やかに育つためには、児童相談所をはじめ関係機関が一体となるだけでなく、
私たち一人ひとりが子どもや保護者を見守る意識が重要です。

　主に交際相手からのＤＶのことを、デートＤＶと言います。
　ＤＶと同様、身体への暴力、精神的な嫌がらせなどのほか、
スマートフォンなどを使って交際相手を束縛・監視する「デジ
タル暴力」があります。

　もし、あなたが交際相手から大切にされていないと感じたら、
まずは身近な家族、学校の先生、友だちなど、相談しやすい人
に話してみましょう。

　身体的な暴力によるけがも問題ですが、心に与える影響は更
に深刻です。心に受けた深い傷は、加害者と離れてもなかなか
癒えず、精神的な影響は長く続きます。

　被害者も周囲の人も、パートナーからの暴力を個人的な問題として、
どこ（誰）にも相談しない方も多くいるようです。
　ＤＶは人権侵害であり、どのような理由があっても許されません。

　「自分がされていることって、もしかしてＤＶ？」と思ったら、一人で
抱え込まず、どんな小さなことでも相談してください。
　相談することで解決に至るケースもあります。まずは一歩を踏み出し
てみてください。秘密は厳守します。

　安心の場であるはずの家庭で暴力が繰り返される
と、子どもは自由な感情表現ができなくなったり、心や
体に影響が現れたりします。その影響が将来にわたっ
て続くこともあります。
　また、自分が育った家庭環境をモデルに、感情表現
や問題解決の手段として暴力を用いるようになる場
合もあります。

女性困りごと相談室（電話・面談、男性も可）

県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府）

県配偶者暴力相談支援センター

男性のための電話相談（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

市役所本庁舎４階
０４８-４７７-１８３５
月曜・水曜・金曜日（祝日、年末年始を除く）、
午前９時～正午、午後１時～５時
※受付は午後４時３０分まで

０４８-６００-３８００
月曜～土曜日（第３木曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前10時～午後８時30分

女性弁護士による無料法律相談（面接・予約制）
県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）
０４８-６００-３８００

１１０番（緊急の場合は随時）

＃８８９１
※発信場所から最寄りのワンストップ支援センターに繋がります　

０４８-８６３-６０６０
月曜～土曜日、午前９時30分～午後８時30分
日曜日・祝日、午前９時30分～午後５時
※年末年始を除く

０４８-６０１-２１７５
毎月第３日曜日、午前11時～午後３時
※男性臨床心理士が対応。匿名で相談可

配偶者からの被害経験の有無 交際相手からの被害経験の有無

▶問合せ／
人権推進課
（☎048-477-1513）　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナー

から振るわれる暴力のことです。身体への暴力のほか、精神的な嫌がらせや脅迫、性的行為
の強要などがあり、被害者の多くは女性です。
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町
内
会
は
、同
じ
地
域
に
住
む
方
々
が

互
い
に
支
え
合
い
、住
み
よ
い
ま
ち
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
多
く
の
方
が
町
内
会
に
加
入
し

て
い
て
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、地

域
の
絆
を
深
め
、こ
れ
ま
で
気
が
付
か
な

か
っ
た
ま
ち
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、近
所
で
顔
の
見
え
る

関
係
を
つ
く
る
こ
と
は
、お
住
ま
い
の
地

区
の
防
犯
力
向
上
に
つ
な
が
り
、安
心・

安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ま
ち
を
よ
り
住
み
や
す
く
す

る
た
め
に
も
、町
内
会
に
加
入
し
て
、仲

間
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

地
域
を
支
え
て
い
る
町
内
会

　
各
町
内
会
に
よ
っ
て
活
動
内
容
は
異
な

り
ま
す
が
、主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
身
近
な
生
活
を
守
る
取
組

　
私
道
の
防
犯
灯
の
多
く
は
、町
内
会
が

設
置・管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、公
園

や
道
路
の
清
掃
、資
源
回
収
や
ご
み
の
減

量
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■「
い
ざ
」と
い
う
時
の
た
め
の
取
組

　
大
災
害
が
発
生
し
た
際
、公
的
な
救
助

や
援
助
が
届
く
ま
で
の
数
日
間
は
地
域
に

よ
る
共
助
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
会
で
は
、「
い
ざ
」と
い
う
時
に
備

え
、防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
資
機
材
を

整
備・管
理
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
で
見
守
り
、支
え
合
う
取
組

　
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど
、ご
近

所
同
士
で
見
守
り
、支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
各
町
内
会
又
は
地
域
活
動
推

進
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
８
３
）

　「依存」と聞くと、一般的になんだかあまりいいイメージはありませんが、人
間というのはいつも何かに依存しています。人間の存在自体、地球、自然、社
会の循環の中で生かされているので、それらに依存していると言ってもいい
と思います。
　ただ「依存症」というときに、依存の形が極端なバランスを欠いた状態にな
っていることが多いです。
　たとえばアルコール依存症というのは、一例では心の痛みをアルコールを
飲んで忘れようという行動にばかり依存してしまうことで起こります。人間
は心に痛みを感じてそれがとてもつらいとき、様々なことをします。何もし
ない、とにかく寝る、人に話を聞いてもらう、仕事に打ち込む、気晴らし食いを
する、などなど。そういう時にあまり人に頼れずアルコールで痛みを飲みく
だそうと行動してしまうと起こりやすくなります。アルコールは人類最古の
精神安定剤といわれる物質で、それ自体は悪いものではありません。ただ耐
性ができやすい特徴があり、同じような鎮静効果を得るためには、必要量が
どんどん増えてしまう傾向が強く、長期に連用した場合身体的依存を形成し
て、やめたときにいわゆる離脱症状が出てしまいます。認知症やいろいろな

身体疾患のもとになってしまうので注意が必要です。
　ギャンブルもそれ自体は決して悪いものではないでしょう。たとえばたま
にパチンコをするのはいい気分転換になるのではと思います。ただうつうつ
とした気分を晴らすために、パチンコにのみ没頭するとそれにハマってしまい
ます。
　ギャンブルの愛好家か依存症かの一つの目安として、①予算や時間の制
限を決めない、決めても守れない（Limitless）、②ギャンブルに勝ったら次の
ギャンブルに使う（Once again）、③ギャンブルしたことを隠す（Secret）、④
ギャンブルに負けたときにすぐ取り返したいと思う（Take money back）、の
うち2つ以上あれば、依存症の疑いがあります。
　若い世代では、喫煙、飲酒、薬物への依存は減る一方、ゲーム、スマホ、タブ
レットを手放せないインターネット依存が見られます。多くは一時的にハマ
ってもいずれ落ち着いてくるものですが、学校や仕事に行けなくなる場合は、
リアルな生活で何かしら問題を抱えていることが少なくありません。「ダメ
なものはダメ」という対応では、背景にある悩みを話す機会はなくなりますし、
本人はオンラインで見つけた仲間との繋がりを奪われまいと全力で隠すか
もしれません。
　依存症の手当ては、なかなか困難であることも多く依存症は依存症の専
門病院で手当てされることが多いです。ただ依存症の方を悪い行動をやめ
られないダメな人というように見てしまうと孤立をより深めてしまいます。
依存症は「孤立の病」とも言われます。みなさんが、依存症の方々の生きづ
らさを感じていただけると少しだけ孤立が和らぐかもしれません。

なかしま しげお 健　　康

わ
たしたちのインターネット、ギャンブル、

アルコール依存
朝霞地区医師会　中島　茂雄　☎048-464-4666

立教新座高等学校
フェンシング部が
市長を表敬訪問
　9月21日㈫、市長を訪問し、第67
回全国高等学校フェンシング選手
権大会の男子団体で優勝したこと
を報告しました。　

東京２０２０オリンピック競技大会
メダリストが市長を表敬訪問
　９月27日㈪、自衛隊体育学校の３選手が市長を訪問し、
東京２０２０オリンピックでのメダル獲得を報告しました。

濵田尚里選手（柔道女子78㎏級・金メダル、柔道混合団体・銀メダル）
並木月海選手（ボクシング女子フライ級・銅メダル）
乙黒拓斗選手（男子フリースタイル65㎏級・金メダル）
自衛隊体育学校・石津吉康副校長

「
町
内
会
」
に
入
り
ま
し
ょ
う
！

〜
新
座
の
元
気
は
地
域
か
ら
〜

夜ふけに読みたい

植物たちのグリム童話
グリム兄弟／著        
井口富美子／監訳
吉澤康子・和爾桃子／編訳　
アーサー・ラッカム／挿絵　
平凡社

今月の本だな

　
植
物
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
童
話
集
。
有
名
な

「
白
雪
姫
」の
リ
ン
ゴ
、最
近
注
目
さ
れ
て
い
る「
ラ

プ
ン
ツ
ェ
ル
」の
青
菜
、そ
し
て「
キ
ャ
ベ
ツ
ろ
ば
」の

魔
法
の
キ
ャ
ベ
ツ
。
ど
れ
も
活
躍
す
る
の
は
果
物
や

花
、樹
木
。
そ
し
て
各
章
の
間
に
入
る「
猫
た
ち
の

お
し
ゃ
べ
り
」が
植
物
か
ら
読
む
物
語
の
楽
し
さ
を

引
き
立
て
ま
す
。

　
グ
リ
ム
童
話
に
、ワ
イ
ン
が

出
て
き
て
も
ブ
ド
ウ
が
出
て
こ

な
い
理
由
は
？
秋
の
夜
長
を
そ

ん
な
謎
解
き
の
読
書
で
過
ご
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

※

所
蔵
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、中
央
図
書

館（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

１
１
１
５
）に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（左から）

▲小島愛雄さんから青少年教育振
興基金へ、100万円

▲嵩達株式会社から市へ、空気清浄
機５台、医療用手袋１万枚（110万
円相当）

▲埼玉県トラック協会朝霞支部から
市へ、交通安全キャンペーンクリア
ファイル2,900枚（79,750円相当）

寄附ありがとうございます

はまだ　しょうり

なみき　 つきみ

おとぐろ　たくと

よしお すうたつ
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子ども時代の辛い体験により傷つく脳
　体罰・暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響
を及ぼします。子ども時代に辛い体験をするこ
とで、脳に様々なダメージが生じることが、研
究により報告されています。
　親から体罰を受けた子どもは、「落ち着いて話
を聞けない」「約束を守れない」「我慢ができない」
「感情をうまく表せない」など、望ましくない影響
が出ると言われています。

厳しい体罰で、
前頭前野（社会生
活に極めて重要な
部位）が萎縮

言葉の暴力により、
聴覚野（声や音を
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変形　子どもの人格や才能などを伸

ばし、自立した生活を送れるよ
うに社会性を育む行為のこと。

　身体に苦痛や不快感を意図的
にもたらす行為（罰）のこと。
○言うことを聞かないので、頬を
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いので、夕食を与えなかったなど ※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむなど、子どもを保護するための行為は該当しません

　児童虐待の多くは、家庭の中という発見されにくい場で行われます。
しかも、虐待者のほとんどが保護者であるため、子どもは逃げたり、自
分から救いを求めたりすることが困難です。
　こんな時はご相談を
〇不自然なあざや傷がある、〇服がいつもひどく汚れている、〇いつも
お腹を空かせている、〇激しく泣く声と怒鳴り声が聞こえるなど

　「虐待かな」と思ったら、迷わず児童相談所や市役所へ相談してくださ
い。相談者が特定されないように、秘密は厳守します。
　皆さんからの相談は、子どもを守るだけでなく、虐待をしてしまうこ
とに悩む保護者への支援のきっかけにもなります。

オレンジリボンは子どもへの虐待を防止する運動の、パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルマークです。
子どもへの虐待からDVが明らかになることや、その逆のケースも多く、児童虐待防止法においても、子どもが同居する家庭
での配偶者への暴力は児童虐待と定義されていて、子どもへの虐待と女性への暴力は、双方に深い関係があります。
私たち一人ひとりの意識と心掛けが、被害の防止につながります。

▍児童虐待を見たら・気になったら ▍子育ての相談

児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９
所沢児童相談所　☎０４-２９９２-４１５２
こども支援課　☎０４８-４２４-９１６１

埼玉県虐待通報ダイヤル　☎＃７１７１
新座警察署　☎０４８-４８２-０１１０

保健センター　☎０４８-４８１-２２１１
家庭児童相談室　☎０４８-４７７-２８６５

いちはやく

▶問合せ／
こども支援課
（☎048-424-9161） 　虐待により子どもの命が奪われる痛ましい事件が後を断ちません。児童虐待を防止し、子

どもたちが健やかに育つためには、児童相談所をはじめ関係機関が一体となるだけでなく、
私たち一人ひとりが子どもや保護者を見守る意識が重要です。

　主に交際相手からのＤＶのことを、デートＤＶと言います。
　ＤＶと同様、身体への暴力、精神的な嫌がらせなどのほか、
スマートフォンなどを使って交際相手を束縛・監視する「デジ
タル暴力」があります。

　もし、あなたが交際相手から大切にされていないと感じたら、
まずは身近な家族、学校の先生、友だちなど、相談しやすい人
に話してみましょう。

　身体的な暴力によるけがも問題ですが、心に与える影響は更
に深刻です。心に受けた深い傷は、加害者と離れてもなかなか
癒えず、精神的な影響は長く続きます。

　被害者も周囲の人も、パートナーからの暴力を個人的な問題として、
どこ（誰）にも相談しない方も多くいるようです。
　ＤＶは人権侵害であり、どのような理由があっても許されません。

　「自分がされていることって、もしかしてＤＶ？」と思ったら、一人で
抱え込まず、どんな小さなことでも相談してください。
　相談することで解決に至るケースもあります。まずは一歩を踏み出し
てみてください。秘密は厳守します。

　安心の場であるはずの家庭で暴力が繰り返される
と、子どもは自由な感情表現ができなくなったり、心や
体に影響が現れたりします。その影響が将来にわたっ
て続くこともあります。
　また、自分が育った家庭環境をモデルに、感情表現
や問題解決の手段として暴力を用いるようになる場
合もあります。

女性困りごと相談室（電話・面談、男性も可）

県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府）

県配偶者暴力相談支援センター

男性のための電話相談（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）

市役所本庁舎４階
０４８-４７７-１８３５
月曜・水曜・金曜日（祝日、年末年始を除く）、
午前９時～正午、午後１時～５時
※受付は午後４時３０分まで

０４８-６００-３８００
月曜～土曜日（第３木曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前10時～午後８時30分

女性弁護士による無料法律相談（面接・予約制）
県男女共同参画推進センター（Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま）
０４８-６００-３８００

１１０番（緊急の場合は随時）

＃８８９１
※発信場所から最寄りのワンストップ支援センターに繋がります　

０４８-８６３-６０６０
月曜～土曜日、午前９時30分～午後８時30分
日曜日・祝日、午前９時30分～午後５時
※年末年始を除く

０４８-６０１-２１７５
毎月第３日曜日、午前11時～午後３時
※男性臨床心理士が対応。匿名で相談可

配偶者からの被害経験の有無 交際相手からの被害経験の有無

▶問合せ／
人権推進課
（☎048-477-1513）　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナー

から振るわれる暴力のことです。身体への暴力のほか、精神的な嫌がらせや脅迫、性的行為
の強要などがあり、被害者の多くは女性です。
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

消費生活相談 ※2
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団などに関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※3

ひとり親家庭等相談
子育て相談  

予

予

女性困りごと相談 ※1
（男性も相談できます）

　法律相談

教育相談・いじめ相談

高齢者に関する相談 ※4

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※5

認知症電話相談　

ボランティア相談 ※6

電話健康相談

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

16日㈫

毎週月曜～金曜日

28日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前9時～正午
（受付は午前11時30分まで）

午前１０時～正午
（受付は午前１１時３０分まで）

午後１時～３時
（受付は午後２時３０分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後4時30分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）

午前9時15分～正午、
午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

母子・父子自立支援員
家庭児童相談員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
主任相談支援専門員ほか

保健師、栄養士ほか

女性困りごと相談室☎048-477-1835

人権推進課☎048-477-1513

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

こども支援課☎048-477-1548
家庭児童相談室☎048-477-2865

教育相談室☎048-477-4152

児童発達支援センター☎048-485-9783 

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892
新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

ＮＰＯ法人暮らしネット・えん☎048-480-4150
ＮＰＯ法人太陽☎048-482-1087

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891
基幹相談支援センターえん☎０４８-４５６-６０５１

保健センター☎048-481-2211

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

毎週月・水・金曜日

2日㈫

16日㈫

女性困りごと相談員（女性）

弁護士（埼玉弁護士会）

予

毎週月曜～金曜日

児童発達支援管理責任者
保育士ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

午前8時30分～午後5時

新座志木中央総合病院職員 新座志木中央総合病院☎048-474-7211
※「リハビリ科」へ予

17日㈬

午後2時～4時
受付は11月1日㈪～10
日㈬の午前9時～午後
5時※日曜日・祝日除く

15日㈪

ＮＰＯ法人暮らしネット・えん職員
ＮＰＯ法人太陽職員

午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

毎週月曜～金曜日

午前9時～午後4時

午前10時～午後4時
午後1時30分～3時30分

18日㈭

消費生活相談員

午前9時～午後4時30分
午前9時～午後6時

午前9時～正午、午後1時～4時30分

相談支援専門員
精神保健福祉士ほか

障がいに関する相談 ※7
午前9時～午後5時30分 基幹相談支援センターにいざ生活支援センター

☎０４８-４８０-５１５３

※1 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　※2 日常生活における契約上のトラブルなど　※3 市税などの納付、納税猶予に関すること　
※4 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※5 生活上の心配ごとなど　※6 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　
※7 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　

日曜日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

志木

新座

新座

朝霞

朝霞

新座

朝霞

朝霞

和光

朝霞

志木

和光

471-1688

424-5055

473-3331

472-1288

461-7581

481-1064　

450-2030

467-7140

424-3870

424-2841

485-8950

468-3456

志木いろは橋クリニック

新座内科おなかクリニック

新座中央通り診療所

朝霞台クリニック

富 岡 医 院

志木小児科・アレル
ギー科クリニック

まつおか眼科クリニック

なおあきクリニック

和光脳神経外科・内科

朝霞あおば台整形外科

いろは橋すずき眼科

富澤整形外科・内科

眼

泌、腎内

整外、リハ

眼

※

3日（水・祝）

７日㈰

１４日㈰

２１日㈰

２３日（火・祝）

２８日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

7日

14日

21日

28日

い ち か わ 整 骨 院

吉 田 接 骨 院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

201-0808

477-6867

482-3106

424-3821

○埼玉県救急電話相談（大人・小児）
 ♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため受付時間が変更になる場合があります。
　事前にお問い合わせください。
※各相談が中止になる場合は、市ホームページでご案内します。
※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

内、循内、
小

脳外、内、
放、神内

※整外、リウ、泌、内、消内、リハ

内・小・皮

内、消内

内、小

内

小、アレ

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

◀詳しくは
　こちら

○精神科救急情報センター
 ☎０４８-７２３-８６９９

利用方法 音声ガイダンスに従って、相談したい窓口を選択
①子どもの相談（中学生まで）、②大人の相談、③医療機関案内

24時間対応で、急な病気・けがの対処方法や受診の必要性について、
看護師が相談に応じます。（一部対象外の相談あり）

11月の相談いろいろ

11月の休日医療機関いろいろ

※小児の相談は、＃8000（☎048-833-7911）のご利用も可能です

夜間や休日に、精神疾患を有
する方及び家族からの緊急の
相談を受け付けます。
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東京２０２０オリンピック・パラリンピック
～新座市は射撃の競技会場・ブラジルのホストタウンです～※

ラ
イ
フ
ル・イ
ズ・ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
は
最
終
回
で
す
。
ご
愛
読
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎人口166,218 人（男 82,704 人  女 83,514 人）
　〈－16人（男－2人、女－14人）〉※前月比
◎世帯数 77,312世帯〈＋8世帯〉【10月1日現在】

広報にいざ
読者アンケート

▶応募方法／右の二次元コード又は市ホームページ
「広報にいざ」のページから、各項目に入力して応募、
又は、はがきに住所、氏名、電話番
号、アンケートを記入の上、シティプ
ロモーション課広報係（〒３５２-８６２
３野火止1－1－1）へお送りください。
※応募は1人1通まで
▶締切／11月19日㈮〈当日消印有効〉

人口と世帯

①今月号で良かった記事
②取り上げてほしい内容やコーナー
③そのほか広報へのご意見・ご感想

アンケート

広報にいざへの
ご意見・ご感想を
お寄せください

アンケートにご協力いただ
いた皆さんの中から抽選
で５名様に、ゾウキリン
のコースター（非売品）を
プレゼントします。

　当選者の発表は、発送を
もって代えさせていただきます。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
が
無
事
に
終
わ
っ

て
、国
際
交
流
員
と
し
て
の
仕
事
が
一
段

落
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
以
上
の
活
動
を

振
り
返
る
と
、実
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

や
っ
て
き
ま
し
た
ね
！
今
回
の「
ガ
ス
の

部
屋
」で
は
、僕
の
心
に
残
っ
た
市
の
取

組
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
ど
の
よ
う
な
文
化
を
持
っ

て
い
る
国
か
、ブ
ラ
ジ
ル
人
は
ど
う
い
う

風
に
考
え
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
出
前
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
来
日
し
て
か
ら
の
約
２
年
半

で
、市
内
の
小
学
校
を
中
心
に
合
計
90
回

以
上
講
座
を
や
っ
て
、こ
れ
が
国
際
交
流

員
と
し
て
の
主
な
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
で
、も
の

す
ご
く
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、や
れ
ば

や
る
ほ
ど
僕
に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
仕
事

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、小
学
生
の
反
応

が
い
つ
も
良
く
、質
疑
応
答
の
時
は
驚
く

ほ
ど
面
白
い
質
問
を
さ
れ
て
、何
回
や
っ

て
も
飽
き
な
い
ぐ
ら
い
好
き
で
し
た
。
一

生
忘
れ
な
い
経
験
で
す
。

　
来
日
し
た
２
０
１
９
年
は
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
っ
て
、充
実
し
た
時
期
で
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
で
行
わ
れ
た
県
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

大
使
館
の
職
員
も
新
座
市
の
ブ
ー
ス
ま
で

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
人
生

で
初
め
て
同
時
通
訳
を
し
て
、国
際
交
流

員
と
し
て
素
晴
ら
し
い
挑
戦
で
し
た
。
ま

た
、子
ど
も
大
学
に
い
ざ
で
は
、講
座
に

加
え
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
の
体
験
な
ど
を
や
り
、非
常

に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
東
京
２
０
２
０
大
会

を
盛
り
上
げ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
だ
け

で
な
く
、こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

大
勢
の
人
に
直
接
触
れ
合
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
優
し
い
言
葉
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
、励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
て
、市
は

様
々
な
事
業
を
通
じ
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た（
今
も
進
め
て
い

ま
す
！
）。
こ
の
交
流
活
動
は
素
敵
な
出

会
い
を
も
た
ら
し
、お
互
い
に
異
文
化
の

理
解
を
深
め
る
機
会
に
な
っ
た
上
、た
く

さ
ん
の
人
と
絆
を
結
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
市
内
の
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、ブ
ラ
ジ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
や
ブ
ラ
ジ
ル
大

使
館
も
市
と
手
を
組
ん
で
、イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、フ
レ
ー
ム
切
手
の
作
成
や

写
真
展
に
協
力
し
た
り・・・駐
日
ブ
ラ
ジ

ル
大
使
ま
で
来
ま
し
た
。
市
史
上
初
の
大

使
訪
問
な
の
で
、特
に
こ
れ
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
！
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
新
座
で
結
ぼ
う
世
界
の
絆
」は
過
言
で
は

な
い
ね
。

　
印
象
に
残
っ
た
も
う
一
つ
の
事
業
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
応
援
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
で
す
。
市

内
の
飲
食
店
が
作
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
は

す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
新
座
市
に

は
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
な
い

の
で
、ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
食
べ
る
素
晴
ら

し
い
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
お
か
げ
で
、僕

は
初
め
て
テ
レ
ビ
番
組
の
食
レ
ポ
も
で
き

ま
し
た
！
笑

　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
聖
火
リ
レ
ー
は

色
々
な
意
味
で
特
別
で
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
問
題
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、無
事
に
リ
レ
ー
が
で
き
た

こ
と
は「
克
服
」だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

大
好
き
な
ゾ
ウ
キ
リ
ン
と
一
緒
に
走
れ
て
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ゾ

ウ
キ
リ
ン
が
あ
ん
な
に
速
い
な
ん
て
驚
き

ま
し
た
。
笑

　
そ
し
て
１
か
月
後
、ま
た
ゾ
ウ
キ
リ
ン

と
一
緒
に
、市
を
代
表
し
て
県
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
集
火

式
に
参
加
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
動
的

で
し
た
。

　
２
０
１
９
年
に
は
、陸
上（
リ
レ
ー
）、

マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
、空
手
、３
つ
の

テ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
の
キ
ャ
ン
プ
で
も
、市
は
選
手
団
に
よ

る
小
学
校
訪
問
や
市
民
交
流
を
実
現
し
ま

し
た
。
牡
丹
祭
り
へ
の
参
加
、子
ど
も
と

の
合
同
練
習
、市
役
所
で
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー・・・練
習
環
境
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

市
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
努
力
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
国
際
化
の
た

め
の
努
力
を
近
く
で
見
て
い
た
外
国
人
の

僕
は
、嬉
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
思

う
よ
う
な
交
流
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
が
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
成
し

遂
げ
た
と
思
い

ま
す
。

　
差
し
出
が
ま

し
い
よ
う
で
す

が
、こ
の
２
年

で
新
座
市
が
め

ち
ゃ
成
長
し
た

よ
う
に
感
じ
て
、

と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

こ
れ
ま
で「
ガ
ス
の
部
屋
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ガ
ス
さ
ん
は
、来
年
３
月
ま

で
新
座
市
に
勤
務
す
る
予
定
で
す
。

▶問合せ／オリンピック・パラリンピック推進室（☎０４８‐４２４‐４６８７）
バックナンバーは　

こちら▶

ガスの部屋

「ガス」は国際交流員グスタヴォ・ラモスさんの愛称です。

最終回

▲駐日ブラジル大使の訪問

▲聖火リレー

▲牡丹祭りでの交流

▲子どもたちとの交流

▲ブラインドサッカーの体験

作
者
／
サ
ル
ミ
ア
ッ
キ
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
射
撃
競
技  

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

出
前
講
座「
ブ
ラ
ジ
ル
を
知
ろ
う
」

気
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト

有
意
義
な
連
携

希
望
の
炎

選
手
団
と
市
民
の
交
流

「国際交流員と紡ぐレガシー」
つむ


